
人
口
減
は
最
大
、
１
８
年
推
計

が
、（
海
自
の
）
哨
戒
機
を

追
跡
す
る
目
的
で
使
っ
た
事

実
は
な
い
」
と
表
明
。
複
数

の
韓
国
メ
デ
ィ
ア
は
、
国
防

省
関
係
者
の
話
と
し
て
、
遭

難
し
た
北
朝
鮮
船
捜
索
の
た

め
だ
っ
た
と
報
道
。
防
衛
省

が
当
時
の
状
況
を
詳
し
く
調

べ
、
韓
国
軍
の
意
図
を
分
析

し
て
い
る
。

　

記
者
会
見
で
、
岩
屋
氏

は
「
レ
ー
ダ
ー
照
射
は
、
実

際
の
火
器
の
使
用
に
先
立
っ

て
実
施
す
る
行
為
。
不
測
の

事
態
を
招
き
か
ね
ず
、
韓
国

側
に
再
発
防
止
を
強
く
求
め

　
【
共
同
】
２
０
１
８
年
に
国
内
で
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
は
１
８
９
９
年
の
統
計
開

始
か
ら
最
少
だ
っ
た
１
７
年
よ
り
２
万
５
千
人
少
な
い
９
２
万
１
千
人
で
、
３
年

連
続
で
１
０
０
万
人
を
割
り
込
む
見
通
し
と
な
る
こ
と
が
２
１
日
、
厚
生
労
働
省

が
公
表
し
た
人
口
動
態
統
計
の
年
間
推
計
で
分
か
っ
た
。
亡
く
な
っ
た
人
は
戦
後

最
多
の
１
３
６
万
９
千
人
で
、
死
亡
数
か
ら
出
生
数
を
引
い
た
人
口
の
自
然
減
は

過
去
最
大
の
４
４
万
８
千
人
と
な
る
と
み
ら
れ
る
。

３
年
連
続
１
０
０
万
人
割
れ

防
衛
相
「
極
め
て
危
険
」

出生数、最少の９２万１千人
海
自
機
に
、
関
係
悪
化
も

韓
国
艦
か
ら
レ
ー
ダ
ー
照
射

障
害
者
採
用
に
応
募
１
３
倍

人
事
院
試
験
、
希
望
者
多
く

難
民
申
請
中
は
メ
キ
シ
コ
待
機

米
に
譲
歩
、
不
法
入
国
は
送
還

豊
洲
市
場
で
毎

週
土
曜
に
催
し

に
ぎ
わ
い
創
出
へ
、
１
月
か
ら

に
終
了
し
て
お
り
、
人
事
院

が
暫
定
値
を
公
表
し
た
。
申

込
者
の
内
訳
は
、
精
神
障
害

者
が
５
７
％
、
身
体
障
害
者

が
４
０
％
、
知
的
障
害
者
が

３
％
だ
っ
た
。
点
字
試
験
や

弱
視
に
よ
る
解
答
時
間
の
延

長
と
い
っ
た
配
慮
を
希
望
し

た
の
は
、
全
体
の
１
７
％
に

当
た
る
約
１
５
０
０
人
だ
っ

た
。

や
野
菜
を
販
売
す
る
。
市
場

見
学
ツ
ア
ー
も
実
施
す
る
。

　

１
月
２
６
日
、
２
月
２
３

日
、
３
月
２
３
日
に
は
通
常

イ
ベ
ン
ト
に
加
え
、
利
き
酒

や
移
動
水
族
館
も
行
う
。
４

月
以
降
も
市
場
内
の
別
の
場

所
で
イ
ベ
ン
ト
を
継
続
す

る
。

　

小
池
氏
は
「
イ
ベ
ン
ト
を

通
じ
て
市
場
の
食
を
体
験
し

て
も
ら
い
た
い
」
と
ア
ピ
ー

ル
。
ま
た
、
現
在
は
見
学
者

が
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

内
の
水
産
や
青
果
売
り
場
に

つ
い
て
「
将
来
的
に
は
期
日

を
決
め
た
市
場
開
放
を
検
討

し
、
一
般
の
人
も
市
場
で
鮮

魚
な
ど
を
購
入
で
き
る
機
会

　
【
共
同
】
政
府
は
２
１
日
、

中
途
採
用
の
拡
大
策
を
経
済

界
と
議
論
す
る
「
中
途
採

用
・
経
験
者
採
用
協
議
会
」

の
初
会
合
を
開
き
、
大
企
業

か
ら
の
提
言
を
取
り
ま
と
め

た
。
大
企
業
の
取
り
組
み
事

例
を
紹
介
し
、
政
府
に
は
企

業
に
中
途
採
用
実
績
の
公
表

を
促
す
と
い
っ
た
対
応
を
求

め
た
。
未
来
投
資
会
議
に
提

言
を
報
告
し
、
来
夏
に
閣
議

決
定
す
る
成
長
戦
略
の
実
行

将棋の第３１期竜王戦７番勝
負で敗れ、対局を振り返る羽
生善治前竜王。２７年ぶりに
無冠となった＝２１日夜、山口
県下関市（共同）

２
０
万
７
千
組
だ
っ
た
。

　

日
本
の
人
口
は
０
５
年

に
死
亡
数
が
出
生
数
を
上

回
り
、
自
然
減
に
転
じ
た
。

０
６
年
に
い
っ
た
ん
出
生
数

が
上
回
っ
た
も
の
の
、
０
７

年
以
降
は
再
び
自
然
減
と
な

り
、
１
２
年
連
続
減
少
し
て

い
る
。

　

統
計
開
始
後
、
出
生
数
が

最
多
だ
っ
た
の
は
１
９
４
９

年
の
２
６
９
万
６
６
３
８

人
。
年
間
２
０
０
万
人
を

超
え
て
い
た
７
０
年
代
の

第
２
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の

後
、
減
少
傾
向
に
。
８
４
年

に
１
５
０
万
人
、
０
５
年
に

１
１
０
万
人
を
割
り
込
み
、

１
６
年
に
９
７
万
６
９
７
８

人
と
初
め
て
１
０
０
万
人
を

下
回
っ
た
。

　

少
子
化
に
歯
止
め
が
か
か

ら
ず
、
人
口
減
が
進
む
傾

向
が
一
層
顕
著
に
な
っ
た
。

１
７
年
の
女
性
１
人
が
生
涯

に
生
む
子
ど
も
の
推
定
人
数

「
合
計
特
殊
出
生
率
」
は
１
・

４
３
だ
っ
た
が
、
１
８
年
の

出
生
率
が
大
幅
に
上
昇
す
る

こ
と
は
見
込
め
ず
、
政
府
が

掲
げ
る
「
２
５
年
度
末
ま
で

に
出
生
率
１
・
８
」
の
目
標

実
現
は
さ
ら
に
厳
し
く
な
っ

た
。

　

平
成
が
始
ま
っ
た

１
９
８
９
年
の
出
生
数
は

１
２
４
万
６
８
０
２
人
で
、

平
成
の
３
０
年
間
で
３
割
近

く
落
ち
込
ん
だ
こ
と
と
な

る
。
厚
労
省
の
担
当
者
は

１
８
年
の
出
生
数
が
減
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
「
出
産
適
齢

期
と
さ
れ
る
２
５
〜
３
９
歳

の
女
性
の
数
が
減
っ
て
い
る

こ
と
も
影
響
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
」
と
し
て
い
る
。

　

１
８
年
に
結
婚
し
た
カ
ッ

プ
ル
は
前
年
よ
り
１
万
７
千

少
な
い
５
９
万
組
で
、
戦

後
最
少
を
更
新
。
一
方
、

離
婚
し
た
の
は
５
千
減
の

姫路城大天守の「すす払い」をする陸上自衛隊のレンジャー
隊員＝２１日午前、兵庫県姫路市（共同）

つ
い
て
「
ク
リ
ス
マ
ス
を
標

的
に
し
た
も
の
で
は
な
く
、

清
潔
な
環
境
を
守
る
た
め
」

と
主
張
し
て
い
る
と
い
う
。

　

中
国
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
は
、
中
国
国
旗
を
掲
げ

て
「
ク
リ
ス
マ
ス
を
ボ
イ

コ
ッ
ト
し
、
毛
沢
東
を
た
た

え
よ
う
」
と
訴
え
な
が
ら
行

進
す
る
市
民
ら
の
動
画
も
出

回
っ
て
い
る
。
ク
リ
ス
マ
ス

を
排
除
す
る
背
景
に
は
、
米

中
貿
易
摩
擦
の
激
化
に
伴

い
、
中
国
内
で
対
米
感
情
が

悪
化
し
て
い
る
こ
と
も
影
響

し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

域
（
Ｅ
Ｅ
Ｚ
）
内
だ
っ
た
。

日
本
側
は
２
１
日
、
不
測
の

軍
事
衝
突
を
招
き
か
ね
な
い

「
極
め
て
危
険
な
行
為
」
だ

と
し
て
、
韓
国
に
強
く
抗
議

し
た
。
今
後
の
両
国
の
対
応

次
第
で
、
日
韓
関
係
の
悪
化

を
招
く
可
能
性
も
あ
る
。

　

韓
国
国
防
省
は
「
作
戦
活

動
中
に
レ
ー
ダ
ー
を
使
っ
た

　
【
共
同
】
岩
屋
毅
防
衛
相

は
２
１
日
夜
、記
者
会
見
し
、

韓
国
海
軍
の
駆
逐
艦
が
２
０

日
午
後
３
時
ご
ろ
、石
川
県
・

能
登
半
島
沖
の
日
本
海
で
海

上
自
衛
隊
の
Ｐ
１
哨
戒
機
に

対
し
て
火
器
管
制
レ
ー
ダ
ー

を
照
射
し
た
と
明
ら
か
に
し

た
。
防
衛
省
に
よ
る
と
、
現

場
は
日
本
の
排
他
的
経
済
水

勤
職
員
６
７
６
人
で
、
競
争

率
は
約
１
３
倍
と
な
る
。
公

務
員
と
し
て
働
き
た
い
障
害

者
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
採
用
に
消
極
的
だ
っ
た

省
庁
の
責
任
が
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
。

　

応
募
期
間
は
今
月
１
４
日

る
」
と
強
調
。
日
本
外
務
省

幹
部
は
「
友
好
国
と
し
て
あ

り
得
な
い
。
驚
い
て
い
る
」

と
述
べ
た
。

　

防
衛
省
に
よ
る
と
、
韓
国

軍
の
駆
逐
艦
は
対
艦
、
対
空

ミ
サ
イ
ル
を
搭
載
し
、
周
辺

海
域
に
は
韓
国
海
洋
警
察
庁

所
属
の
警
備
救
難
艦
１
隻
も

航
行
し
て
い
た
。

　

Ｐ
１
哨
戒
機
が
レ
ー
ダ
ー

照
射
を
受
け
た
後
、
乗
員
の

目
視
で
も
レ
ー
ダ
ー
が
作
動

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、

韓
国
側
に
無
線
で
意
図
を
問

い
合
わ
せ
た
も
の
の
、
応
答

は
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

今
回
の
試
験
に
よ
る
採
用

だ
け
で
は
法
定
雇
用
率
に
届

か
な
い
た
め
、
人
事
院
は

来
年
秋
に
も
、
障
害
者
対
象

の
試
験
を
再
度
実
施
す
る
方

針
。
政
府
は
今
年
１
０
月
、

来
年
末
ま
で
に
常
勤
と
非
常

勤
の
職
員
合
わ
せ
て
約
４
千

人
を
雇
用
す
る
計
画
を
決
め

た
が
、
達
成
期
限
の
延
長
も

検
討
し
て
い
る
。

　

試
験
は
勤
務
を
希
望
す
る

地
域
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で
行
わ

れ
、
応
募
は
関
東
甲
信
越

の
４
０
３
３
人
（
採
用
予
定

３
２
８
人
）
が
最
多
。
近
畿

１
４
８
３
人
（
６
８
人
）、

瀬
八
段
は
２
０
１
０
年
の
王

位
に
続
き
２
期
目
の
タ
イ
ト

ル
。

　

激
戦
の
末
に
敗
れ
た
羽
生

前
竜
王
は
「
結
果
を
出
せ
な

か
っ
た
の
は
自
分
の
実
力
が

足
り
な
か
っ
た
。
ま
た
力
を

つ
け
て
次
の
チ
ャ
ン
ス
を
つ

か
め
た
ら
い
い
」と
話
し
た
。

　
【
共
同
】
将
棋
の
羽
生
善

治
竜
王
（
４
８
）
は
２
１

日
、
第
３
１
期
竜
王
戦
７
番

勝
負
で
挑
戦
者
の
広
瀬
章
人

八
段
（
３
１
）
に
敗
れ
、
前

人
未
到
の
タ
イ
ト
ル
通
算

１
０
０
期
獲
得
は
な
ら
ず
、

１
９
９
１
年
以
来
２
７
年
ぶ

り
に
無
冠
と
な
っ
た
。

　

山
口
県
下
関
市
で
２
０
日

か
ら
指
さ
れ
た
第
７
局
で
広

瀬
八
段
が
１
６
７
手
で
勝

利
、
対
戦
成
績
４
勝
３
敗
で

初
の
竜
王
を
奪
取
し
た
。
広

コ
の
治
安
悪
化
に
触
れ
「
合

意
は
米
国
の
法
律
や
国
際
的

な
取
り
決
め
に
違
反
し
て
い

る
恐
れ
が
あ
る
」と
批
判
し
、

訴
訟
を
起
こ
す
可
能
性
に
言

及
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
米
政
府
は
不
法

入
国
し
た
移
民
で
も
難
民
申

請
を
行
え
ば
米
国
内
で
の
待

機
を
認
め
て
い
た
。
だ
が
、

認
定
手
続
き
に
は
数
年
か
か

る
場
合
も
あ
り
、
ト
ラ
ン
プ

政
権
は
「
不
法
滞
在
を
事

実
上
認
め
て
い
る
制
度
」
と

反
発
。
今
後
は
難
民
申
請
の

手
続
き
を
メ
キ
シ
コ
側
で
行

い
、
不
法
入
国
し
た
後
に
申

請
し
て
も
メ
キ
シ
コ
に
戻
さ

「
サ
ン
タ
を
排
除
せ
よ
」

中
国
、
Ｘ
マ
ス
規
制
の
動
き

羽
生
、
２
７
年
ぶ
り
無
冠
に

将
棋
、
１
０
０
期
逃
す

　
【
共
同
】
世
界
遺
産
で
国

宝
の
姫
路
城
（
兵
庫
県
姫
路

市
）
で
２
１
日
、
市
民
や
陸

上
自
衛
隊
員
ら
約
９
０
０

人
が
１
年
の
汚
れ
を
落
と

す
「
す
す
払
い
」
を
行
っ
た
。

陸
自
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
隊
員
が

普
段
は
人
が
立
ち
入
ら
な
い

大
天
守
の
屋
根
瓦
に
乗
っ
て

作
業
。「
白
鷺
城
」
は
白
い

輝
き
が
際
立
つ
よ
う
に
な

り
、
新
年
を
迎
え
る
準
備
を

整
え
た
。

　

命
綱
を
つ
け
た
迷
彩
服
の

隊
員
が
天
守
閣
の
窓
か
ら
外

に
出
て
、
柄
が
約
３
メ
ー
ト

ル
あ
る
特
製
の
ほ
う
き
を
使

用
。
壁
の
汚
れ
や
軒
下
の
ク

モ
の
巣
を
丁
寧
に
払
い
落
と

し
た
。
高
さ
約
２
０
メ
ー
ト

ル
の
石
垣
で
は
、
隊
員
が
コ

ケ
や
雑
草
を
丁
寧
に
取
り
除

き
、
下
で
待
ち
受
け
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
拾
い
集
め
た
。

　

参
加
し
た
姫
路
市
の
パ
ー

ト
三
枝
副
三
さ
ん
（
６
６
）

は
「
天
守
閣
の
汚
れ
が
素
早

く
き
れ
い
に
な
っ
て
い
っ

た
。
市
民
の
誇
り
な
の
で
う

れ
し
い
」
と
話
し
た
。

　

岩
屋
氏
は
、
Ｐ
１
は
国
内

法
に
基
づ
い
た
適
正
な
警
戒

監
視
を
行
っ
て
い
た
と
し

て
、
自
衛
隊
側
の
行
動
に
問

題
は
な
か
っ
た
と
の
認
識
を

示
し
た
。
駆
逐
艦
と
哨
戒
機

の
距
離
や
照
射
を
受
け
た
時

間
な
ど
は
「
わ
れ
わ
れ
の
能

力
を
明
か
す
こ
と
に
な
る
」

と
し
て
明
確
に
し
な
か
っ

た
。

　

自
衛
隊
が
絡
む
レ
ー
ダ
ー

照
射
は
、
２
０
１
３
年
１

月
、
沖
縄
・
尖
閣
諸
島
沖
で
、

中
国
海
軍
の
艦
船
が
海
上
自

衛
隊
の
護
衛
艦
に
射
撃
管
制

用
の
レ
ー
ダ
ー
を
照
射
し
た

ケ
ー
ス
が
あ
り
、
日
本
政
府

は
中
国
に
厳
重
抗
議
し
た
。

　
【
共
同
】
中
央
省
庁
の
障

害
者
雇
用
水
増
し
問
題
を
受

け
、
人
事
院
が
障
害
者
に
限

定
し
来
年
２
月
に
実
施
す
る

国
家
公
務
員
試
験
に
、
１
７

〜
５
９
歳
の
計
８
７
１
１
人

が
応
募
し
た
こ
と
が
２
１
日

分
か
っ
た
。
採
用
予
定
は
常

ス
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
を
規
制

す
る
動
き
が
伝
え
ら
れ
て
い

る
。

　

報
道
に
よ
る
と
、
通
知
は

中
国
北
部
の
河
北
省
廊
坊
市

が
１
６
日
に
出
し
た
。
街
頭

で
ク
リ
ス
マ
ス
の
イ
ベ
ン
ト

や
関
連
商
品
の
宣
伝
を
行
う

こ
と
を
禁
止
し
、
公
共
の
場

所
で
の
宗
教
活
動
を
厳
し
く

管
理
す
る
と
し
て
い
る
。

　

同
市
の
当
局
者
は
通
知
に

白
い
天
守
閣
、

新
年
へ
輝
き

姫
路
城
で
す
す
払
い

　

羽
生
前
竜
王
は
１
９
８
９

（
平
成
元
）
年
、
当
時
の
最

年
少
記
録
１
９
歳
３
カ
月
で

初
タ
イ
ト
ル
と
な
る
竜
王
を

奪
取
。
翌
年
、
谷
川
浩
司
九

段
に
敗
れ
て
初
防
衛
は
な
ら

な
か
っ
た
が
、
９
１
年
３
月

に
棋
王
を
奪
っ
た
。
そ
の
後

は
、無
冠
に
な
る
こ
と
な
く
、

い
ず
れ
か
の
タ
イ
ト
ル
を
保

持
し
続
け
て
い
た
。

　

昨
年
１
２
月
、
通
算
７
期

目
の
竜
王
を
獲
得
し
て
初
の

永
世
七
冠
を
達
成
、
自
身
の

タ
イ
ト
ル
獲
得
記
録
を
９
９

期
に
更
新
し
た
。
そ
の
後
、

出
場
し
た
名
人
戦
７
番
勝
負

と
棋
聖
戦
５
番
勝
負
に
敗

れ
、
夢
の
大
台
を
前
に
足
踏

み
状
態
が
続
い
て
い
る
。

　

羽
生
前
竜
王
は
８
５
年
、

史
上
３
人
目
の
中
学
生
で
プ

ロ
棋
士
の
四
段
に
昇
段
。
早

く
か
ら
頭
角
を
現
し
、
９
６

年
に
は
史
上
初
の
全
七
冠
同

時
制
覇
を
成
し
遂
げ
た
。
将

棋
界
の
歴
史
を
次
々
と
塗
り

替
え
、
今
年
２
月
に
国
民
栄

誉
賞
を
受
賞
し
た
。

　

広
瀬
新
竜
王
は
札
幌
市
出

身
。
２
０
０
５
年
に
プ
ロ
入

り
し
た
。
来
年
２
月
開
幕
の

第
４
４
期
棋
王
戦
５
番
勝
負

に
、
挑
戦
者
と
し
て
出
場
す

る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
。

九
州
８
９
１
人
（
５
１
人
）

と
続
い
た
。
試
験
日
は
来
年

２
月
３
日
で
、
公
務
員
と
し

て
必
要
な
教
養
や
基
礎
知
識

を
尋
ね
る
問
題
と
作
文
が
出

題
さ
れ
る
。
通
過
者
は
２
月

２
２
日
に
発
表
し
、
各
省
庁

が
２
月
２
７
日
〜
３
月
１
３

日
に
面
接
を
実
施
。
最
終
的

な
合
格
者
は
３
月
２
２
日
に

決
ま
る
。

　

各
省
庁
は
人
事
院
に
よ
る

試
験
に
加
え
、
個
別
で
も
障

害
者
を
採
用
す
る
。
人
事
院

は
、
介
助
者
が
い
な
い
と
業

務
が
遂
行
で
き
な
い
な
ど
の

理
由
で
排
除
す
る
こ
と
が
な

い
よ
う
文
書
で
求
め
た
。

　
【
北
京
共
同
】
中
国
の
地

方
当
局
が
２
１
日
ま
で
に
、

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
置
物
や

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
な
ど
、

ク
リ
ス
マ
ス
関
連
の
飾
り
を

街
頭
に
設
置
す
る
の
を
禁
止

す
る
通
知
を
出
し
た
。
共
産

党
機
関
紙
、
人
民
日
報
系
の

環
球
時
報
が
伝
え
た
。
当
局

は
キ
リ
ス
ト
教
な
ど
西
側
の

価
値
観
が
浸
透
す
る
こ
と
を

警
戒
し
て
お
り
、
ク
リ
ス
マ

　
【
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
共
同
】

中
米
諸
国
な
ど
か
ら
米
国
を

目
指
す
移
民
に
つ
い
て
、
米

国
土
安
全
保
障
省
と
メ
キ
シ

コ
外
務
省
は
２
０
日
、
米
国

へ
の
難
民
申
請
中
は
メ
キ
シ

コ
で
待
機
さ
せ
る
こ
と
で
合

意
し
た
と
発
表
し
た
。
米
国

に
不
法
入
国
後
に
難
民
申
請

し
た
移
民
に
つ
い
て
も
メ
キ

シ
コ
に
送
還
す
る
方
針
。

　

ニ
ー
ル
セ
ン
国
土
安
全
保

障
長
官
は
「
歴
史
的
な
措

置
」と
強
調
。
こ
れ
に
対
し
、

メ
キ
シ
コ
の
ロ
ペ
ス
オ
ブ
ラ

ド
ー
ル
政
権
は「
応
急
措
置
」

と
説
明
し
て
い
る
が
、
移
民

集
団
（
キ
ャ
ラ
バ
ン
）
に
強

硬
姿
勢
を
続
け
て
い
る
ト
ラ

ン
プ
米
大
統
領
に
譲
歩
を
迫

ら
れ
た
格
好
だ
。

　

移
民
支
援
団
体
は
メ
キ
シ

れ
て
、
認
定
さ
れ
る
ま
で
待

つ
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
両
政
府

は
１
８
日
、
米
国
が
中
米

諸
国
の
貧
困
対
策
の
た
め

に
約
５
８
億
ド
ル
（
約

６
４
５
０
億
円
）
の
資
金
拠

出
な
ど
を
メ
キ
シ
コ
に
確
約

し
た
と
発
表
。
今
回
の
合
意

は
そ
の
見
返
り
と
み
ら
れ
て

い
る
。

　
【
共
同
】
東
京
都
の
小
池

百
合
子
知
事
は
２
１
日
、
豊

洲
市
場
（
江
東
区
）
で
１
月

１
２
日
か
ら
３
月
ま
で
の
毎

週
土
曜
日
に
、
食
に
関
係
し

た
イ
ベ
ン
ト
「
土
曜
マ
ル

シ
ェ
」
を
開
く
と
発
表
し

た
。
市
場
に
は
２
０
２
３
年

以
降
に
観
光
拠
点
「
千
客
万

来
施
設
」
が
開
業
す
る
予
定

で
、
都
は
そ
れ
ま
で
の
に
ぎ

わ
い
創
出
方
法
を
検
討
し
て

お
り
、
そ
の
一
環
。

　

青
果
棟
脇
の
ス
ペ
ー
ス

で
、
市
場
で
扱
う
魚
介
類
を

使
っ
た
炭
火
焼
き
な
ど
の
料

理
を
提
供
す
る
ほ
か
、
鮮
魚

を
設
け
た
い
」
と
話
し
た
。

計
画
に
反
映
さ
せ
る
。

　

協
議
会
に
は
安
倍
晋
三
首

相
の
ほ
か
、
経
団
連
の
中
西

宏
明
会
長
ら
大
企
業
の
経
営

者
が
参
加
。
首
相
は
協
議
会

で
「
１
０
代
や
２
０
代
で
の

判
断
が
、
人
生
の
ほ
と
ん
ど

を
決
め
て
し
ま
う
慣
行
は
是

正
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
指

摘
。
中
西
会
長
は
「
幅
広
い

経
験
豊
か
な
人
た
ち
を
会
社

に
取
り
込
ん
で
い
く
こ
と
は

重
要
だ
」
と
応
じ
た
。

　

政
府
は
働
き
方
の
多
様
化

や
、
女
性
・
高
齢
者
の
活
躍

推
進
に
つ
な
が
る
と
し
て
中

途
採
用
の
拡
大
を
目
指
し
て

い
る
が
、
従
業
員
数
が
多
い

企
業
ほ
ど
中
途
採
用
の
比
率

が
低
く
な
っ
て
い
る
。
提
言

に
は
、
中
途
採
用
に
積
極
的

な
大
企
業
の
取
り
組
み
を
広

く
共
有
す
る
狙
い
が
あ
る
。

中
途
採
用
拡
大

へ
実
績
公
表
を

政
府
と
経
済
界
の
協
議
会
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投
票
議
員
に
マ
イ
ナ
ス
の
可
能
性

　

し
か
し
、
東
京
地
検
特
捜

部
は
２
１
日
、
会
社
法
特
別

背
任
容
疑
で
ゴ
ー
ン
容
疑
者

を
再
々
逮
捕
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
勾
留
期
間
は
延
び
る

見
通
し
だ
。

　

２
０
日
付
伯
字
紙
フ
ォ
ー

リ
ャ
・
デ
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
は
、

「
ゴ
ー
ン
容
疑
者
の
家
族
は
、

伯
国
政
府
に
対
し
、
日
本
側

に
釈
放
を
働
き
か
け
る
よ
う

要
請
し
て
い
る
」、ま
た
、「
リ

オ
に
住
む
ゴ
ー
ン
容
疑
者
の

姉
妹
は
、『
日
本
の
捜
査
当

局
か
ら
自
白
を
強
要
さ
れ
て

い
る
は
ず
』
と
し
て
伯
国
外

務
省
に
助
け
を
求
め
て
い

る
」
と
報
じ
た
。

　

ゴ
ー
ン
容
疑
者
の
姉
妹
と

接
触
を
持
っ
た
事
を
認
め
た

伯
国
外
務
省
当
局
者
か
ら

は
、「
同
件
が
伯
国
外
務
省

に
と
っ
て
優
先
課
題
に
な
っ

た
。
伯
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
レ

バ
ノ
ン
３
国
共
同
で
〃
外
交

的
働
き
か
け
〃
を
行
う
事
も

検
討
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、

　

１
９
日
に
最
高
裁
の
マ
ル
コ
・
ア
ウ
レ
ー
リ
オ
判
事
が
出
し
た
暫
定
令
に
よ
り
、

来
年
２
月
１
日
に
行
わ
れ
る
上
院
議
長
選
で
、
レ
ナ
ン
・
カ
リ
ェ
イ
ロ
ス
上
議
（
民

主
運
動
・
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）
の
上
院
議
長
選
で
の
当
選
が
危
う
く
な
っ
た
と
、
２
１
日
付

エ
ス
タ
ー
ド
紙
が
報
じ
て
い
る
。

り
、
ジ
ウ
マ
政
権
下
で
上
院

議
長
を
つ
と
め
て
い
る
。
ジ

ウ
マ
氏
と
は
か
な
り
の
蜜
月

関
係
に
あ
り
、
１
６
年
８
月

の
上
院
で
の
ジ
ウ
マ
氏
の
大

統
領
罷
免
審
理
の
際
も
、
ジ

ウ
マ
氏
の
政
治
生
命
が
絶
た

れ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
、
選

挙
へ
の
出
馬
の
権
利
な
ど
を

認
め
る
か
否
か
の
投
票
も
行

わ
せ
て
い
た
（
結
果
、
認
め

ら
れ
た
）。

　

ま
た
、
レ
ナ
ン
氏
は
、
ラ

ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ
ト
作
戦
で
捜

査
を
受
け
て
い
る
身
で
も
あ

る
が
、
記
名
制
で
投
票
を
行

え
ば
、
票
を
投
じ
た
政
治
家

が
「
汚
職
議
員
を
支
持
し
た

政
治
家
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
持

た
れ
か
ね
な
い
危
険
性
も
生

じ
る
。

　

そ
う
し
た
こ
と
も
あ
り
、

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
や
同
氏
の
社

会
自
由
党（
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）に
と
っ

て
、
レ
ナ
ン
氏
は
「
古
い
政

治
家
」
と
し
て
扱
わ
れ
て
い

る
。

　

だ
が
、
Ｐ
Ｓ
Ｌ
は
今
回
の

上
院
選
で
４
人
し
か
当
選
者

が
出
ず
、
多
数
派
に
な
れ
な

　

２
１
日
夜
を
も
っ
て
、
伯

国
は
夏
に
突
入
し
た
。
夏
に

入
る
数
週
間
前
か
ら
か
な
り

暑
く
な
っ
て
い
る
が
、
予
報

に
よ
る
と
、
こ
の
夏
は
エ

ル
・
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
の
影
響

を
受
け
、
平
年
よ
り
暑
い
夏

に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て

い
る
。
近
年
で
暑
い
夏
と
い

か
っ
た
。
こ
れ
が
、
上
院
議

長
選
が
混
沌
と
し
て
い
る
原

因
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

現
状
で
は
、
上
院
議
長
候

補
に
は
、
レ
ナ
ン
氏
の
ほ

か
、
シ
モ
ー
ネ
・
テ
ベ
ッ
ト

氏
（
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）、
タ
ッ
ソ
・

ジ
ェ
レ
イ
サ
ッ
チ
氏
（
民
主

社
会
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）、
ダ

ヴ
ィ
・
ア
コ
ル
ン
ブ
レ
氏（
民

主
党
・
Ｄ
Ｅ
Ｍ
）、
ア
ル
ヴ
ァ

ロ
・
ジ
ア
ス
氏（
ポ
デ
モ
ス
）、

エ
ス
ペ
リ
ジ
ア
ン
・
ア
ミ
ン

氏
（
進
歩
党
・
Ｐ
Ｐ
）
の
名

が
あ
が
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

現
状
と
し
て
は
、
上
院
で

最
多
（
１
２
人
）
の
議
席
数

を
持
ち
、
２
０
０
１
年
か
ら

上
院
議
長
選
に
当
選
し
続
け

て
い
る
Ｍ
Ｄ
Ｂ
の
上
議
が
有

利
な
こ
と
に
は
変
わ
り
は
な

く
、
過
去
の
慣
例
か
ら
い
く

議
長
選
が
記
名
式
投
票
に

い
つ
、
ど
の
よ
う
に
行
う
か

に
つ
い
て
は
、
ま
だ
何
も
ま

と
ま
っ
て
い
な
い
」
と
の
情

報
も
出
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
〃
外
交
的
働
き

か
け
〃
は
、
日
本
司
法
へ
の

干
渉
に
な
り
、
ゴ
ー
ン
容
疑

者
の
立
場
を
か
え
っ
て
悪
く

す
る
の
で
は
と
の
懸
念
も
伯

国
外
務
省
内
部
に
は
存
在
す

る
。
フ
ラ
ン
ス
は
、
１
２
月

初
旬
に
マ
ク
ロ
ン
大
統
領
が

安
倍
首
相
に
直
接
働
き
か
け

る
な
ど
、
伯
国
よ
り
も
積
極

的
だ
が
、
伯
国
の
姿
勢
は
ま

だ
、「
状
況
を
注
視
し
続
け

る
」
に
止
ま
っ
て
い
る
。

　

在
東
京
伯
国
総
領
事
館
の

職
員
は
、
す
で
に
拘
置
所
の

ゴ
ー
ン
容
疑
者
を
８
度
見
舞

い
、
健
康
状
態
を
確
認
し
た

り
、
家
族
の
状
況
を
知
ら
せ

れ
の
ゴ
ー
ン
容
疑
者
は
、
レ

バ
ノ
ン
移
民
の
三
世
で
、
伯

国
、
レ
バ
ノ
ン
、
フ
ラ
ン
ス

の
市
民
権
を
持
つ
。

　

１
１
月
１
９
日
に
逮
捕
さ

れ
た
後
、
１
２
月
１
０
日
に

も
報
酬
過
少
記
載
疑
惑
で
再

逮
捕
さ
れ
た
が
、
２
０
日
に

東
京
地
裁
が
拘
留
延
長
を
認

め
な
い
と
の
決
定
を
下
し
、

保
釈
さ
れ
る
可
能
性
が
高

ま
っ
て
い
た
。

　

１
１
月
１
９
日
に
金
融
商

品
取
引
法
違
反
（
有
価
証
券

報
告
書
の
虚
偽
記
載
）
の
疑

い
で
東
京
地
検
特
捜
部
に
逮

捕
さ
れ
た
、
日
産
自
動
車
前

会
長
の
カ
ル
ロ
ス
・
ゴ
ー
ン

容
疑
者
に
関
し
、
同
氏
へ
の

厳
し
い
取
調
べ
条
件
や
、
逮

捕
を
繰
り
返
し
、
勾
留
期
間

を
延
長
す
る
日
本
の
検
察
の

手
法
に
、
伯
国
で
も
疑
問
の

声
が
あ
が
り
始
め
て
い
る

と
、
２
０
、２
１
日
付
伯
字

各
紙
が
報
じ
た
。

　

伯
国
ロ
ン
ド
ニ
ア
州
生
ま

伯
国
政
府
の
尽
力
求
め
る
家
族

今
年
最
後
の
送
電
線
の
入
札

日
本
の
〃
独
特
〃
な
捜
査
手
法
も
紹
介

た
り
、
衣
類
や
毛
布
を
差
し

入
れ
た
り
し
て
い
る
。

　

レ
バ
ノ
ン
よ
り
地
政
学
的

に
重
要
度
が
高
く
、
日
産
と

ル
ノ
ー
社
の
関
係
か
ら
、
中

立
性
を
疑
わ
れ
や
す
い
フ
ラ

ン
ス
よ
り
、
中
立
的
な
立
場

で
、
人
道
的
見
地
だ
け
で
動

い
て
い
る
と
見
ら
れ
や
す
い

伯
国
が
動
く
事
こ
そ
が
重
要

と
ゴ
ー
ン
容
疑
者
の
家
族
は

感
じ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

拘
留
開
始
か
ら
１
カ
月
が

過
ぎ
、
伯
国
内
で
も
徐
々
に

関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。「
弁

護
士
の
立
会
い
も
認
め
ら
れ

な
い
ま
ま
深
夜
ま
で
続
く
取

調
べ
」「
１
２
キ
ロ
痩
せ
た
」

「
日
本
で
は
、
刑
事
裁
判
で

一
旦
起
訴
さ
れ
た
ら
有
罪
率

は
９
９
％
」「
被
疑
者
の
多

く
は
自
白
」「（
勾
留
延
長
に
）

高
ま
る
国
際
的
批
判
」
と
日

本
の
検
察
、
司
法
制
度
を
批

判
す
る
記
事
も
出
始
め
た
。

　

１
９
日
に
出
た
「
２
審
判

決
有
罪
者
の
受
刑
を
差
し
止

め
る
」
と
の
ア
ウ
レ
ー
リ
オ

判
事
の
暫
定
令
は
全
国
を
騒

然
と
さ
せ
た
が
、
同
判
事
は

そ
れ
と
同
時
に
「
来
年
２
月

の
上
院
議
長
の
選
挙
を
記
名

制
と
す
る
」
と
の
命
令
も
出

し
て
い
た
。

　

そ
れ
は
、
レ
ナ
ン
氏
が
既

に
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
次
期
政
権
に

敵
対
す
る
関
係
に
あ
る
た
め

で
、
記
名
制
に
す
れ
ば
、
上

院
の
中
で
誰
が
反
対
勢
力
側

に
な
る
か
が
は
っ
き
り
と
わ

か
る
か
ら
だ
。

　

レ
ナ
ン
氏
は
大
統
領
選
の

と
き
か
ら
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・

ハ
ダ
ジ
氏
（
労
働
者
党
・
Ｐ

Ｔ
）
の
支
持
を
明
言
し
て
い

た
だ
け
で
な
く
、
２
０
１
３

年
か
ら
２
期
４
年
間
に
わ
た

日産自動車前会長カルロス・ゴーン容疑者
（World Economic Forum）

ハダジ氏を支援した際のレナン氏（左）
（Ricardo Stuckert）

Ｍ
Ｄ
Ｂ
が
数
の
上
で
有
利
も

と
「
最
多
議
席
の
党
が
指
名

す
る
」
こ
と
に
も
な
っ
て
も

い
る
。
だ
が
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ

氏
の
長
男
の
フ
ラ
ヴ
ィ
オ
次

期
上
議
は
、「
国
民
は
党
で

は
な
く
人
に
投
票
す
る
」
と

し
て
、
こ
の
慣
例
に
反
対
し

て
い
る
。

う
と
、
聖
州
を
水
危
機
に
陥

れ
た
２
０
１
３
〜
１
４
年
の

夏
の
こ
と
を
思
い
出
す
が
、

今
年
は
幸
い
、
あ
の
年
と
は

違
っ
て
、
春
先
に
降
水
量
が

多
か
っ
た
の
で
、
現
状
で
は

あ
の
と
き
ほ
ど
ひ
ど
い
状
況

に
は
な
っ
て
い
な
い
。
ク
リ

ス
マ
ス
前
の
予
報
だ
と
、
連

日
１
５
ミ
リ
以
上
の
雨
の
可

能
性
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
た

め
、
に
わ
か
雨
が
降
り
や
す

い
状
況
だ
と
言
え
る
。
南
米

ら
し
い
「
蒸
し
暑
い
ク
リ
ス

マ
ス
」
を
迎
え
る
こ
と
に
な

り
そ
う
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

本
日
か
ら
本
格
的
な
ク
リ

ス
マ
ス
休
暇
に
入
る
人
も
多

い
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で

今
日
の
聖
市
周
辺
の
高
速
道

の
交
通
状
況
を
。
内
陸
方
面

で
は
、
ヅ
ッ
ト
ラ
街
道
が
午

前
７
〜
１
３
時
、
ア
イ
ル
ト

ン
・
セ
ナ
が
７
〜
１
２
時
、

ア
ニ
ャ
ン
ゲ
ー
ラ
が
９
〜

１
４
時
、
カ
ス
テ
ロ
・
ブ
ラ

ン
コ
が
６
〜
１
３
時
、
レ
ジ

ス
・
ビ
ッ
テ
ン
コ
ー
ト
が
５

〜
１
５
時
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
・

ジ
ア
ス
が
６
〜
１
８
時
に
渋

滞
。
海
岸
方
面
で
は
タ
モ
イ

ス
が
６
〜
１
４
時
、
ア
ン
シ

エ
タ
で
７
〜
１
１
時
に
渋
滞

と
な
っ
て
い
る
。
昼
過
ぎ
か

ら
出
か
け
た
方
が
楽
か
も
し

れ
な
い
。

　
　
　
　
　

◎

　

続
い
て
２
２
〜
２
５
日
ま

で
の
公
共
機
関
の
営
業
状

況
を
。
銀
行
と
電
力
公
社

は
２
４
日
も
営
業
し
て
い

る
が
、
銀
行
は
１
１
時
ま

で
。
ポ
ウ
パ
テ
ン
ポ
と
デ
ト

ラ
ン
と
プ
ロ
コ
ン
は
今
日
の

み
営
業
。
郵
便
局
は
今
日
と

２
４
日
の
み
営
業
で
、
今
日

は
１
１
時
ま
で
、
２
４
日
は

１
３
時
３
０
分
ま
で
の
営
業

と
な
っ
て
い
る
。
市
営
市
場

は
今
日
、
明
日
、
２
４
日
は

営
業
し
て
い
る
。

　

労
働
省
は
２
０
日
、
１
１

月
度
の
全
就
労
・
失
業
者
台

帳
（
Ｃ
ａ
ｇ
ｅ
ｄ
）
の
デ
ー

タ
を
発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ

る
と
１
１
月
は
正
規
雇
用

が
５
万
８
７
０
０
人
分
と
、

１
１
月
と
し
て
は
２
０
１
０

年
以
来
８
年
ぶ
り
の
増
加
を

記
録
し
た
と
２
０
、２
１
日

付
伯
字
各
紙
・
サ
イ
ト
が
報

じ
た
。「
５
万
８
７
０
０
人

分
の
正
規
雇
用
増
加
」
と
は
、

正
確
に
は
新
規
の
正
規
雇
用

者
数
と
、
解
雇
者
数
を
差
し

引
き
し
た
結
果
だ
。

　

１
１
月
の
結
果
に
よ
り
、

増
加
分
の
差
こ
そ
あ
れ
、

１
１
カ
月
連
続
で
の
正
規
雇

用
増
と
な
っ
た
。
雇
用
市
場

の
改
善
は
徐
々
に
進
ん
で
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

労
働
省
の
雇
用
と
収
入
部

門
長
の
マ
リ
オ
・
マ
ガ
リ
ャ
ン

エ
ス
氏
は
こ
の
結
果
を
喜
び
、

好
調
の
理
由
を
、
年
末
商
戦

を
見
込
ん
だ
企
業
が
多
く
の

労
働
者
を
雇
っ
た
か
ら
と
分

析
し
た
。
１
１
月
は
、「
商

業
部
門
」
で
８
万
８
５
８
７

人
分
、「
サ
ー
ビ
ス
業
」
で

３
万
４
３
１
９
人
分
の
正
規

雇
用
が
増
え
た
。

　
こ
の
２
部
門
だ
け
な
ら
増

加
は
１
２
万
人
を
超
え
て
い

る
が
、
他
の
６
分
野
で
は
正

規
雇
用
が
減
少
し
た
。
増
加

し
た
部
門
の
伸
び
幅
が
、
他

の
６
部
門
の
減
少
を
補
っ
た

形
だ
。

　
「
製
造
加
工
業
」
は

２
万
４
２
８
７
人
、「
農
牧

畜
業
」
は
２
万
３
６
９
２

人
、「
土
木
建
設
業
」
は

１
万
３
８
５
４
人
、
そ
れ
ぞ

れ
減
少
し
た
。

　

労
働
省
は
、
今
年
１
２
カ

月
分
の
累
積
は
５
０
万
人
以

上
の
正
規
雇
用
者
増
に
な
る

だ
ろ
う
と
期
待
し
て
い
る
。

昨
年
１
２
月
か
ら
今
年
１
１

月
ま
で
の
直
近
１
２
月
の
累

積
は
、
５
１
万
７
７
３
３
人

の
増
加
だ
。

　

今
年
の
正
規
雇
用
が
差

し
引
き
プ
ラ
ス
と
な
れ
ば
、

２
０
１
４
年
以
来
４
年
ぶ
り

の
事
と
な
る
。
マ
ガ
リ
ャ
ン
エ

ス
氏
は
、
今
年
が
５
０
万
人

増
で
終
わ
れ
ば
、
１
５
年
〜

１
７
年
の
３
年
間
続
い
た
年

間
累
積
マ
イ
ナ
ス
が
終
了
し
、

雇
用
市
場
に
と
っ
て
は
転
換

期
と
も
語
っ
て
い
る
。

　

今
年
最
後
と
な
る
電
気
事

業
関
連
の
入
札
が
２
０
日
に

行
わ
れ
、
１
３
州
で
の
送
電

線
設
置
（
総
計
７
１
５
２

キ
ロ
）
と
変
電
所
建
設
事

業
、
全
１
６
区
が
全
て
落
札

と
２
１
日
付
伯
字
紙
が
報
じ

た
。

　

今
回
の
入
札
は
競
争
率
が

高
く
、
各
区
と
も
最
少
で
も

３
社
、
最
多
で
は
１
２
社
が

争
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
を
反

映
し
て
か
、
落
札
額
は
、
政

府
が
設
け
た
還
元
収
入
の
上

限
を
平
均
で
４
６
％
（
最
小

で
３
８
・
５
１
％
、
最
大
だ

と
５
８
・
１
９
％
）
下
回
っ

た
。
割
引
率
が
高
い
ほ
ど
、

消
費
者
が
払
う
電
気
代
は
安

く
な
る
。

　

具
体
的
に
は
、
サ
ン
タ
カ

タ
リ
ー
ナ
州
と
パ
ラ
ナ
州
に

ま
た
が
る
第
１
区
は
６
社

が
争
い
、
５
７
・
０
７
％
の

割
引
率
で
ネ
オ
エ
ネ
ル
ジ

ア
社
が
落
札
。
投
資
額
は

２
７
億
９
１
０
０
万
レ
ア
ル

の
よ
う
に
、
割
引
率
が
高
い

会
社
が
落
札
す
る
。
同
区
だ

け
で
１
０
９
７
キ
ロ
の
送
電

線
を
設
置
・
運
営
す
る
事
に

な
っ
て
お
り
、
工
事
期
間
は

６
０
カ
月
間
。
同
区
の
事
業

で
は
５
５
８
３
人
の
直
接
雇

用
が
生
ま
れ
る
見
込
み
だ
。

　

ネ
オ
エ
ネ
ル
ジ
ア
社
は
、

ス
ペ
イ
ン
の
イ
ベ
ル
ド
ロ
ー

ラ
と
呼
ば
れ
る
グ
ル
ー
プ
企

業
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い

る
。
同
社
は
、
第
１
区
の

２
７
億
９
１
０
０
万
レ
ア
ル

を
は
じ
め
、
計
６
１
億
レ
ア

ル
の
投
資
を
行
う
一
方
、
年

５
億
レ
ア
ル
の
還
元
収
入
を

得
る
事
に
な
る
見
込
み
だ
。

　

ま
た
、
や
は
り
ス
ペ
イ

ン
の
Ｃ
ｙ
ｍ
ｉ
社
が
ブ

ル
ッ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
社
と

組
ん
だ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

（
企
業
体
）
の
シ
マ
ロ
ン

が
、
南
大
河
州
（
第
１
０

区
）
の
送
電
線
事
業
を

４
２
・
３
８
％
の
割
引
率
で

落
札
。
２
４
億
３
２
０
０
万

レ
ア
ル
の
投
資
を
行
う
事
を

約
束
す
る
な
ど
、
外
国
企
業

の
積
極
的
な
参
加
が
目
立
っ

た
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の
入

札
で
目
立
っ
た
中
国
勢
は
、

国
家
電
網
（
Ｓ
ｔ
ａ
ｔ
ｅ　

Ｇ
ｒ
ｉ
ｄ
）
が
参
画
す
る
Ｃ

Ｐ
Ｆ
Ｌ
が
第
８
区
を
落
札
す

る
の
み
で
終
わ
っ
た
。

　

今
回
の
入
札
で
見
込
ま

れ
て
い
る
投
資
総
額
は

１
３
２
億
レ
ア
ル
で
、
過
去

最
高
だ
っ
た
２
０
１
７
年
４

月
の
入
札
で
の
１
２
７
億
レ

ア
ル
を
大
幅
に
上
回
っ
た
。

　

今
回
落
札
し
た
企
業
に
は

送
電
線
や
変
電
所
の
建
設
工

事
期
間
と
し
て
、
４
８
〜

６
０
カ
月
間
が
与
え
ら
れ

る
。
各
施
設
の
運
営
権
は

３
０
年
間
だ
。

　

来
年
以
降
の
電
力
事
業
関

係
の
入
札
計
画
は
３
月
ま
で

に
決
ま
る
見
込
み
だ
が
、
送

電
事
業
の
関
係
の
入
札
は
下

半
期
の
早
い
時
期
に
行
わ
れ

る
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　

２
０
日
未
明
、
大
聖
市
圏

オ
ザ
ス
コ
で
、
同
市
運
輸
局

長
の
オ
ズ
ヴ
ァ
ウ
ド
・
ヴ
ェ

ル
ジ
ニ
オ
氏
が
乗
っ
た
車
が

大
量
の
銃
弾
を
浴
び
、
同
氏

が
死
亡
す
る
惨
事
が
起
き

た
。
２
１
日
付
伯
字
紙
が
報

じ
て
い
る
。

　

事
件
は
同
日
午
前
１
時

頃
、
同
市
の
ノ
ヴ
ォ
・
オ
ザ

ス
コ
地
区
を
黒
の
ト
ヨ
タ
車

で
移
動
中
、
友
人
宅
前
で
停

ま
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
近
く

に
停
ま
っ
た
白
の
サ
ヴ
ェ
イ

ロ
車
か
ら
降
り
て
き
た
男
が

消
音
器
付
き
の
銃
で
い
き
な

り
発
砲
し
た
。
サ
ヴ
ェ
イ
ロ

車
に
は
別
の
男
が
乗
っ
て
お

り
、
発
砲
し
た
男
性
が
乗
り

込
む
と
、
直
ち
に
現
場
か
ら

立
ち
去
っ
た
。

　

放
た
れ
た
銃
弾
は
１
１
発

で
、
内
６
発
が
助
手
席
に

座
っ
て
い
た
ヴ
ェ
ル
ジ
ニ
オ

氏
に
当
た
り
、
死
亡
し
た
。

ヴ
ィ
ル
ジ
ニ
オ
氏
は
元
軍
警

で
、
銃
も
所
持
し
て
お
り
、

応
戦
し
よ
う
と
し
た
が
、
叶

わ
な
か
っ
た
。
ほ
か
の
２
発

は
後
部
座
席
に
い
た
運
転
手

の
妻
に
当
た
っ
た
が
、
命
に

別
状
は
な
か
っ
た
。
運
転
手

は
無
事
だ
っ
た
。

　

こ
の
日
、
ヴ
ェ
ル
ジ
ニ
オ

氏
は
運
転
手
と
そ
の
妻
と
共

に
フ
ェ
ス
タ
に
行
き
、
そ
の

帰
り
だ
っ
た
。

　

警
察
は
粛
清
が
目
的
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
見
て
捜

査
を
進
め
て
い
る
。

　

ヴ
ェ
ル
ジ
ニ
オ
２
０
１
０

年
に
聖
州
州
議
員
に
当
選
。

１
６
年
に
オ
ザ
ス
コ
市
長
選

に
出
馬
し
落
選
し
た
が
、
今

年
は
じ
め
、
ロ
ジ
ェ
リ
オ
・

リ
ン
ス
市
長
の
下
で
交
通
局

長
に
就
任
し
て
い
た
。

上院議長復活に暗雲

５
万
８
７
０
０
人
分
増
加

今
年
は
５
０
万
人
増
と
な
る
見
通
し

１
６
区
全
て
を
約
半
額
で
落
札

レナン
ゴーン問題

長
引
く
勾
留
に
伯
国
も
疑
問
視
か

（２）２０１８年 第５１４９号 １２月 ２２日 （土曜日）

１１月正規雇用

交
通
局
長
が
銃
殺
さ
れ
る

深
夜
に
停
車
中
、１
１
発
浴
び
る

オザスコ



　

平へ
い

成せ
い

１
４
年ね

ん

８
月が

つ

、
千ち

葉ば

県け
ん

柏か
し
わ

市し

で
行お

こ
なわ
れ
た
「
千ち

葉ば

な

の
花は

な

県け
ん

民み
ん

会か
い

議ぎ

」
で
の
こ
と
。
こ
の
会か

い

議ぎ

は
堂ど

う

本も
と

暁あ
き

子こ

・
千ち

葉ば

県け
ん

知ち

事じ

が
就

し
ゅ
う

任に
ん

し
て
か
ら
始は

じ

め
た
、
県け

ん

下か

の
市し

町ち
ょ
う

村そ
ん

を
巡

じ
ゅ
ん

回か
い

し
て
、
県け

ん

民み
ん

の
意い

見け
ん

に
耳み

み

を
傾か

た
む
け
る
と
い
う
趣し

ゅ

旨し

の
集

し
ゅ
う

会か
い

で

あ
る
。
知ち

事じ

は
観か

ん

客き
ゃ
く

席せ
き

に
降お

り
て
、
に
こ
や
か
に
参さ

ん

加か

者し
ゃ

に

マ
イ
ク
を
渡わ

た

し
て
は
意い

見け
ん

を
聞き

い
て
回ま

わ

る
。
あ
る
中

ち
ゅ
う

年ね
ん

の
女じ

ょ

性せ
い

が
知ち

事じ

か
ら
マ
イ
ク
を
受う

け
取と

っ
て
意い

見け
ん

を
述の

べ
始は

じ

め
た
。

　
「
県け

ん

が
今い

ま

制せ
い

定て
い

し
よ
う
と
し
て
い
る
（「
千ち

葉ば

県け
ん

男だ
ん

女じ
ょ

共き
ょ
う

同ど
う

参さ
ん

画か
く

の
促そ

く

進し
ん

に
関か

ん

す
る
」）
条

じ
ょ
う

例れ
い

に
は
い
ろ
い
ろ
と
問も

ん

題だ
い

が
あ

る
と
思お

も

い
ま
す
。
や
は
り
男お

と
こ
ら
し
さ
女お

ん
な
ら
し
さ
と
い
う
の
は
大だ

い

事じ

な
も
の
で
…
」

　
こ
こ
ま
で
聞き

く
な
り
、
今い

ま

ま
で
愛あ

い

想そ

を
振ふ

り
ま
い
て
い
た
知ち

事じ

の
形

ぎ
ょ
う

相そ
う

は
一い

っ

変ぺ
ん

。
そ
の
女じ

ょ

性せ
い

か
ら
マ
イ
ク
を
ひ
っ
た
く
っ
て

壇だ
ん

上じ
ょ
うに
駆か

け
上あ

が
り
、「
男だ

ん

女じ
ょ

共き
ょ
う

同ど
う

参さ
ん

画か
く

社し
ゃ

会か
い

は
世せ

界か
い

の
流な

が

れ
な
ん
で
す
！
」
と
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
に
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
教

き
ょ
う

義ぎ

を

説と

き
始は

じ

め
た
。

　

意い

見け
ん

を
表

ひ
ょ
う

明め
い

し
て
い
た
女じ

ょ

性せ
い

の
顔か

お

は
恐

き
ょ
う

怖ふ

に
ひ
き
つ
り
、
壇だ

ん

上じ
ょ
うに
居い

並な
ら

ぶ
市し

長ち
ょ
うや
県け

ん

議ぎ

の
お
歴れ

き

々れ
き

も
唖あ

然ぜ
ん

と
す
る
ば
か
り
。

「
県け

ん

民み
ん

の
意い

見け
ん

を
聞き

く
」
と
い
う
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

的て
き

な
会か

い

議ぎ

は
台だ

い

無な

し
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

千ち

葉ば

県け
ん

男だ
ん

女じ
ょ

共き
ょ
う

同ど
う

参さ
ん

画か
く

条じ
ょ
う

例れ
い

の
ど
こ
が
問も

ん

題だ
い

か
を
考か

ん
が
え

る
前ま

え

に
、
も
う
少す

こ

し
堂ど

う

本も
と

知ち

事じ

の
姿し

勢せ
い

を
見み

て
み
よ
う
。

　

平へ
い

成せ
い

１
４
年ね

ん

９
月が

つ

２
４
日か

、
条

じ
ょ
う

例れ
い

案あ
ん

が
県け

ん

議ぎ

会か
い

に
上

じ
ょ
う

程て
い

さ

れ
る
前ぜ

ん

日じ
つ

に
地じ

元も
と

紙し

「
千ち

葉ば

日に
っ

報ぽ
う

」
に
全ぜ

ん

面め
ん

見み

開ひ
ら

き
の
記き

事じ

広こ
う

告こ
く

が
掲け

い

載さ
い

さ
れ
た
。

　
「
男だ

ん

女じ
ょ

共き
ょ
う

同ど
う

参さ
ん

画か
く

社し
ゃ

会か
い

の
実じ

つ

現げ
ん

目め

指ざ

し
県け

ん

が
条

じ
ょ
う

例れ
い

案あ
ん

提て
い

出
し
ゅ
つ

へ
」
と
両

り
ょ
う

面め
ん

ぶ
ち
ぬ
き
の
巨き

ょ

大だ
い

な
見み

出だ

し
。
堂ど

う

本も
と

知ち

事じ

ら
の
カ

ラ
ー
写し

ゃ

真し
ん

を
満ま

ん

載さ
い

し
、
座ざ

談だ
ん

会か
い

記き

事じ

で
は
堂ど

う

本も
と

知ち

事じ

自み
ず
から
条

じ
ょ
う

例れ
い

案あ
ん

の
内な

い

容よ
う

を
自じ

画が

自じ

賛さ
ん

。
肝か

ん

心じ
ん

の
条

じ
ょ
う

例れ
い

案あ
ん

は
ほ
ん
の
概が

い

要よ
う

を
片か

た

隅す
み

に
掲け

い

載さ
い

し
て
い
る
だ
け
だ
。

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
対た

い

民み
ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

２００４年
ねん

８月
がつ

２２日
にち

版
ばん

　
こ
の
記き

事じ

の
ス
ポ
ン
サ
ー
は
千ち

葉ば

県け
ん

で
あ
る
。「
議ぎ

会か
い

に
上

じ
ょ
う

程て
い

す
る
前ま

え

に
３
百

び
ゃ
く

万ま
ん

円え
ん

も
の
広こ

う

告こ
く

費ひ

を
使つ

か
っ
て
条

じ
ょ
う

例れ
い

の
一い

っ

方ぽ
う

的て
き

な
宣せ

ん

伝で
ん

を
す
る
の
は
問も

ん

題だ
い

だ
」
と
自じ

民み
ん

党と
う

議ぎ

員い
ん

が
議ぎ

会か
い

で
問と

い
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
堂ど

う

本も
と

知ち

事じ

は
逃に

げ
の
一い

っ

手て

。

　

政せ
い

党と
う

が
自じ

分ぶ
ん

の
金か

ね

で
政せ

い

策さ
く

の
新し

ん

聞ぶ
ん

広こ
う

告こ
く

を
出だ

す
の
は
自じ

由ゆ
う

だ
。
ま
た
成せ

い

立り
つ

し
た
条

じ
ょ
う

例れ
い

を
県け

ん

民み
ん

に
知し

ら
し
め
る
た
め
に
、

行ぎ
ょ
う

政せ
い

当と
う

局き
ょ
くが
県け

ん

の
予よ

算さ
ん

で
新し

ん

聞ぶ
ん

に
広こ

う

告こ
く

を
出だ

す
の
も
許ゆ

る

さ
れ

る
。
し
か
し
、
県け

ん

知ち

事じ

が
県け

ん

の
予よ

算さ
ん

で
自み

ず
か
ら
の
政せ

い

策さ
く

の
広こ

う

告こ
く

宣せ
ん

伝で
ん

す
る
の
は
権け

ん

力り
ょ
くの
乱ら

ん

用よ
う

そ
の
も
の
で
あ
る
。
こ
ん
な
事こ

と

が

許ゆ
る

さ
れ
る
な
ら
、
た
と
え
ば
選せ

ん

挙き
ょ

直ち
ょ
く

前ぜ
ん

に
、
自じ

民み
ん

党と
う

が
政せ

い

府ふ

予よ

算さ
ん

を
注そ

そ

ぎ
込こ

ん
で
、
新し

ん

聞ぶ
ん

に
自じ

民み
ん

党と
う

候こ
う

補ほ

の
宣せ

ん

伝で
ん

記き

事じ

を

掲け
い

載さ
い

さ
せ
る
事こ

と

も
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

　
さ
て
、
こ
う
ま
で
し
て
堂ど

う

本も
と

知ち

事じ

が
成せ

い

立り
つ

さ
せ
よ
う
と
し
た

「
千ち

葉ば

県け
ん

男だ
ん

女じ
ょ

共き
ょ
う

同ど
う

参さ
ん

画か
く

の
促そ

く

進し
ん

に
関か

ん

す
る
条

じ
ょ
う

例れ
い

」
の
中な

か

身み

を
見み

て
み
よ
う
。
そ
も
そ
も
「
男だ

ん

女じ
ょ

共き
ょ
う

同ど
う

参さ
ん

画か
く

」
と
は
何な

に

な

の
か
？
そ
の
第だ

い

３
条じ

ょ
うで
は
基き

本ほ
ん

理り

念ね
ん

と
し
て
こ
う
定て

い

義ぎ

す
る
。

　
（
基き

本ほ
ん

理り

念ね
ん

）

　
第だ

い

３
条

じ
ょ
う

男だ
ん

女じ
ょ

共き
ょ
う

同ど
う

参さ
ん

画か
く

の
促そ

く

進し
ん

は
、
男だ

ん

女じ
ょ

の
個こ

人じ
ん

と
し
て

の
尊そ

ん

厳げ
ん

が
重お

も

ん
じ
ら
れ
る
こ
と
、
男だ

ん

女じ
ょ

が
直

ち
ょ
く

接せ
つ

的て
き

で
あ
る
と

間か
ん

接せ
つ

的て
き

で
あ
る
と
を
問と

わ
ず
性せ

い

別べ
つ

に
よ
る
差さ

別べ
つ

的て
き

取と
り

扱あ
つ
かい
を

受う

け
な
い
こ
と
、
男だ

ん

女じ
ょ

が
個こ

人じ
ん

と
し
て
能の

う

力り
ょ
くを
発は

っ

揮き

す
る
機き

会か
い

が
確か

く

保ほ

さ
れ
る
こ
と
そ
の
他ほ

か

の
人じ

ん

権け
ん

が
尊そ

ん

重ち
ょ
うさ
れ
る
こ
と
を

旨む
ね

と
し
て
、
行お

こ
なわ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
条

じ
ょ
う

例れ
い

全ぜ
ん

体た
い

を
通つ

う

じ
て
、「
男だ

ん

女じ
ょ

共き
ょ
う

同ど
う

参さ
ん

画か
く

」
と
は
こ
の

程て
い

度ど

の
抽

ち
ゅ
う

象し
ょ
う

的て
き

な
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

し
か
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
が
法ほ

う

律り
つ

と
し
て
お
か
し
い
の
は
、「
交こ

う

通つ
う

安あ
ん

全ぜ
ん

の
促そ

く

進し
ん

に
関か

ん

す
る
条

じ
ょ
う

例れ
い

」

と
で
も
置お

き
換か

え
て
考か

ん
が
え
て
み
た
ら
、
よ
く
分わ

か
る
だ
ろ
う
。

　

実じ
っ

際さ
い

に
は
「
交こ

う

通つ
う

安あ
ん

全ぜ
ん

」
を
実じ

つ

現げ
ん

す
る
た
め
に
、
す
べ
て
の

道ど
う

路ろ

に
制せ

い

限げ
ん

速そ
く

度ど

を
決き

め
、
そ
れ
を
１
５
キ
ロ
以い

上じ
ょ
う

超ち
ょ
う

過か

す
る
と
１
万ま

ん

２
千せ

ん

円え
ん

の
罰ば

っ

金き
ん

を
科か

す
な
ど
と
い
う
ル
ー
ル
を

定さ
だ

め
る
。こ
う
い
う
ル
ー
ル
は
市し

民み
ん

を
規き

制せ
い

す
る
だ
け
で
な
く
、

行ぎ
ょ
う

政せ
い

当と
う

局き
ょ
くも
規き

制せ
い

し
、
市し

民み
ん

の
人じ

ん

権け
ん

を
守ま

も

る
。

　

１
５
キ
ロ
の
速そ

く

度ど

超ち
ょ
う

過か

で
、
も
し
１
万ま

ん

２
千せ

ん

円え
ん

を
超こ

え
る

罰ば
っ

金き
ん

を
科か

せ
ら
れ
た
ら
、
そ
れ
は
不ふ

法ほ
う

だ
と
裁さ

い

判ば
ん

所し
ょ

で
争あ

ら
そ
う

こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
う
い
う
具ぐ

体た
い

的て
き

な
ル
ー
ル
が
な
け
れ
ば
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は

４
０
キ
ロ
で
走は

し

っ
て
い
て
も
、
そ
れ
が
法ほ

う

律り
つ

違い

反は
ん

か
ど
う
か
自じ

分ぶ
ん

で
は
分わ

か
ら
な
い
。
警け

い

察さ
つ

は
目め

を
つ
け
た
車く

る
ま
を
「
交こ

う

通つ
う

安あ
ん

全ぜ
ん

に
反は

ん

す
る
」
と
し
て
自じ

由ゆ
う

に
捕つ

か

ま
え
、
好す

き
な
だ
け
罰ば

っ

金き
ん

を
科か

す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
法ほ

う

治ち

主し
ゅ

義ぎ

と
い
う
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

の
根こ

ん

本ぽ
ん

原げ
ん

則そ
く

を
無む

視し

す
る
も
の
で
、
ナ
チ
ス
や
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

な
ど

が
敵て

き

対た
い

勢せ
い

力り
ょ
くを
弾だ

ん

圧あ
つ

す
る
時と

き

に
よ
く
使つ

か

う
手て

で
あ
る
。

　

何な
に

を
し
て
は
い
け
な
い
か
、
具ぐ

体た
い

的て
き

な
ル
ー
ル
も
示し

め

さ
な
い

ま
ま
「
男だ

ん

女じ
ょ

共き
ょ
う

同ど
う

参さ
ん

画か
く

」
を
謳う

た

い
あ
げ
た
こ
の
条

じ
ょ
う

例れ
い

は
、
法ほ

う

律り
つ

と
い
う
よ
り
思し

想そ
う

宣せ
ん

明め
い

の
文ぶ

ん

書し
ょ

で
あ
る
。
そ
し
て
特と

く

定て
い

の
思し

想そ
う

を
県け

ん

民み
ん

全ぜ
ん

体た
い

に
法ほ

う

律り
つ

で
押お

し
つ
け
よ
う
と
い
う
所と

こ
ろに
、
も
う

一ひ
とつ
の
大お

お

き
な
問も

ん

題だ
い

が
あ
る
。

　
（
県け

ん

民み
ん

の
役や

く

割わ
り

）

　
第だ

い

５
条

じ
ょ
う

県け
ん

民み
ん

は
、
職

し
ょ
く

場ば

、
学が

っ

校こ
う

、
地ち

域い
き

、
家か

庭て
い

そ
の
他ほ

か

の

社し
ゃ

会か
い

の
あ
ら
ゆ
る
分ぶ

ん

野や

に
お
い
て
、
基き

本ほ
ん

理り

念ね
ん

に
の
っ
と
り
、

自み
ず
から
進す

す

ん
で
男だ

ん

女じ
ょ

共き
ょ
う

同ど
う

参さ
ん

画か
く

の
促そ

く

進し
ん

に
努つ

と

め
る
も
の
と
す
る
。

　
２
、
県け

ん

民み
ん

は
、
県け

ん

が
実じ

っ

施し

す
る
男だ

ん

女じ
ょ

共き
ょ
う

同ど
う

参さ
ん

画か
く

の
促そ

く

進し
ん

に

関か
ん

す
る
施し

策さ
く

に
協

き
ょ
う

力り
ょ
くす
る
よ
う
務つ

と

め
る
も
の
と
す
る
。

　
こ
の
条

じ
ょ
う

例れ
い

が
成せ

い

立り
つ

す
る
と
、
冒ぼ

う

頭と
う

の
中

ち
ゅ
う

年ね
ん

女じ
ょ

性せ
い

の
よ
う
に

「
男だ

ん

女じ
ょ

共き
ょ
う

同ど
う

参さ
ん

画か
く

は
問も

ん

題だ
い

が
あ
る
」
と
公

お
お
や
けの
場ば

で
述の

べ
る
こ

と
は
、「
県け

ん

民み
ん

の
役や

く

割わ
り

」
を
果は

た
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

か
つ
て
の
「
非ひ

国こ
く

民み
ん

」
な
ら
ぬ
「
非ひ

県け
ん

民み
ん

」
で
あ
る
。
県け

ん

民み
ん

の

一ひ
と

人り

ひ
と
り
に
ま
で
「
基き

本ほ
ん

理り

念ね
ん

」
に
則の

っ
とり
、「
自み

ず
か
ら
進す

す

ん
で
」

男だ
ん

女じ
ょ

共き
ょ
う

同ど
う

参さ
ん

画か
く

に
の
促そ

く

進し
ん

に
努つ

と

め
る
こ
と
を
要よ

う

求き
ゅ
うす
る
の
は
、

思し

想そ
う

統と
う

制せ
い

に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
こ
の
思し

想そ
う

統と
う

制せ
い

で
、
社し

ゃ

会か
い

の
文ぶ

ん

化か

慣か
ん

習し
ゅ
うま
で
変か

え
て
し
ま
お

う
と
い
う
所と

こ
ろ
が
、
共

き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

と
同ど

う

様よ
う

に
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
「
革か

く

命め
い

的て
き

」
た
る
ゆ
え
ん
だ
。
基き

本ほ
ん

理り

念ね
ん

の
第だ

い

２
項こ

う

で
は
こ
う
主し

ゅ

張ち
ょ
うす
る
。

　
男だ

ん

女じ
ょ

共き
ょ
う

同ど
う

参さ
ん

画か
く

の
促そ

く

進し
ん

に
あ
た
っ
て
は
、
社し

ゃ

会か
い

に
お
け
る

制せ
い

度ど

又ま
た

は
慣か

ん

行こ
う

が
、
性せ

い

別べ
つ

に
よ
る
固こ

定て
い

的て
き

な
役や

く

割わ
り

分ぶ
ん

担た
ん

等な
ど

を
反は

ん

映え
い

し
て
…
男だ

ん

女じ
ょ

共き
ょ
う

同ど
う

参さ
ん

画か
く

の
促そ

く

進し
ん

を
阻そ

害が
い

す
る
要よ

う

因い
ん

と
な

る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
認に

ん

識し
き

し
、
社し

ゃ

会か
い

に
お
け
る
制せ

い

度ど

ま

た
は
慣か

ん

行こ
う

が
男だ

ん

女じ
ょ

の
社し

ゃ

会か
い

に
お
け
る
活か

つ

動ど
う

の
選せ

ん

択た
く

に
対た

い

し
て

及お
よ

ぼ
す
影え

い

響き
ょ
うを
で
き
る
限か

ぎ

り
中

ち
ゅ
う

立り
つ

的て
き

な
も
の
と
す
る
よ
う
配は

い

慮り
ょ

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

社し
ゃ

会か
い

の
「
制せ

い

度ど

又ま
た

は
慣か

ん

行こ
う

」
が
男だ

ん

女じ
ょ

差さ

別べ
つ

を
助じ

ょ

長ち
ょ
うし
て
い

る
面め

ん

が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
改あ

ら
た
め
よ
、
と
い
う
事こ

と

で
あ
る
。
た

と
え
ば
「
助じ

ょ

産さ
ん

婦ぷ

」
と
言い

え
ば
「
制せ

い

度ど

又ま
た

は
慣か

ん

行こ
う

」
に
よ
り

女じ
ょ

性せ
い

に
決き

ま
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
男だ

ん

女じ
ょ

差さ

別べ
つ

を
助じ

ょ

長ち
ょ
うす
る
の

で
「
助じ

ょ

産さ
ん

師し

」
と
改あ

ら
た
め
、男だ

ん

性せ
い

で
も
勤つ

と

め
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
、

と
い
う
事こ

と

も
そ
の
一ひ

と
つ
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
妊に

ん

婦ぷ

は
産さ

ん

婦ふ

人じ
ん

科か

に
行い

っ
て
も
、
男だ

ん

性せ
い

の
助じ

ょ

産さ
ん

師し

が
来き

た
ら
ど
う
し
よ
う
、
と

余よ

計け
い

な
心し

ん

配ぱ
い

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

　

具ぐ

体た
い

的て
き

な
ル
ー
ル
が
欠か

け
て
い
よ
う
と
、
思し

想そ
う

的て
き

統と
う

制せ
い

で

あ
ろ
う
と
、
罰ば

っ

則そ
く

が
な
け
れ
ば
、
法ほ

う

律り
つ

は
単た

ん

な
る
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
過す

ぎ
な
い
。
こ
の
点て

ん

で
も
堂ど

う

本も
と

知ち

事じ

は
抜ぬ

か
り
な
い
。
た
と

え
ば
第だ

い

１
３
条じ

ょ
うで
は
県け

ん

内な
い

企き

業ぎ
ょ
うに
対た

い

し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
条

じ
ょ
う

項こ
う

を
規き

定て
い

し
て
い
る
。

　
３
、
知ち

事じ

は
、
男だ

ん

女じ
ょ

共き
ょ
う

同ど
う

参さ
ん

画か
く

の
促そ

く

進し
ん

に
必ひ

つ

要よ
う

が
あ
る
と

認み
と

め
ら
れ
る
と
き
は
、
事じ

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

に
対た

い

し
、
雇こ

用よ
う

の
分ぶ

ん

野や

に
お

け
る
男だ

ん

女じ
ょ

共き
ょ
う

同ど
う

参さ
ん

画か
く

の
促そ

く

進し
ん

に
関か

ん

す
る
取と

り

組く
み

の
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うに
つ
い

て
報ほ

う

告こ
く

を
求も

と

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
４
、
知ち

事じ

は
、
前ぜ

ん

項こ
う

の
報ほ

う

告こ
く

に
よ
り
把は

握あ
く

し
た
男だ

ん

女じ
ょ

共き
ょ
う

同ど
う

参さ
ん

画か
く

の
促そ

く

進し
ん

に
関か

ん

す
る
取と

り

組く
み

の
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うに
つ
い
て
公こ

う

表ひ
ょ
うす
る
も
の

と
す
る
。

　
５
、
知ち

事じ

は
、
第だ

い

３
項こ

う

の
報ほ

う

告こ
く

に
基も

と

づ
き
、
男だ

ん

女じ
ょ

共き
ょ
う

同ど
う

参さ
ん

画か
く

の
促そ

く

進し
ん

に
必ひ

つ

要よ
う

が
あ
る
と
認み

と

め
ら
れ
る
と
き
は
、
事じ

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

に
対た

い

し
、
情

じ
ょ
う

報ほ
う

の
提て

い

供き
ょ
う、
助じ

ょ

言げ
ん

そ
の
他ほ

か

の
必ひ

つ

要よ
う

な
措そ

置ち

を
講こ

う

ず
る
も
の
と
す
る
。

　

県け
ん

の
役や

く

人に
ん

が
千ち

葉ば

県け
ん

内な
い

の
企き

業ぎ
ょ
うに
対た

い

し
て
、「
男だ

ん

女じ
ょ

共き
ょ
う

同ど
う

参さ
ん

画か
く

の
促そ

く

進し
ん

に
関か

ん

す
る
取と

り

組く
み

の
状

じ
ょ
う

況き
ょ
う」
に
つ
い
て
、
報ほ

う

告こ
く

を
求も

と

め
、そ
れ
を
公こ

う

表ひ
ょ
うし
、必ひ

つ

要よ
う

な
措そ

置ち

を
講こ

う

ず
る
こ
と
が
で
き
る
、

と
い
う
の
で
あ
る
。

　
「
そ
の
他ほ

か

の
必ひ

つ

要よ
う

な
措そ

置ち

」
と
い
う
の
が
曲く

せ

者も
の

だ
。
何な

に

が
必ひ

つ

要よ
う

か
は
、
行

ぎ
ょ
う

政せ
い

当と
う

局き
ょ
くが
恣し

意い

的て
き

に
決き

め
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち

に
は
こ
ん
な
処し

ょ

置ち

ま
で
含ふ

く

ま
れ
て
い
る
。

　
（
入

に
ゅ
う

札さ
つ

参さ
ん

加か

資し

格か
く

審し
ん

査さ

に
当あ

た
っ
て
の
考こ

う

慮り
ょ

）

　
第だ

い

２
２
条じ

ょ
う、
県け

ん

は
、
一い

っ

般ぱ
ん

競き
ょ
う

争そ
う

入に
ゅ
う

札さ
つ

及お
よ

び
指し

名め
い

競き
ょ
う

争そ
う

入
に
ゅ
う

札さ
つ

に
参さ

ん

加か

す
る
者も

の

の
資し

格か
く

を
審し

ん

査さ

す
る
に
当あ

た
っ
て
は
、
男だ

ん

女じ
ょ

共き
ょ
う

同ど
う

参さ
ん

画か
く

の
促そ

く

進し
ん

に
関か

ん

す
る
取と

り

組く
み

の
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うを
考こ

う

慮り
ょ

す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

た
と
え
ば
、
県け

ん

内な
い

の
特と

く

定て
い

の
土ど

建け
ん

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

を
名な

指ざ

し
し
て
、

男だ
ん

女じ
ょ

別べ
つ

の
賃ち

ん

金ぎ
ん

差さ

、
待た

い

遇ぐ
う

差さ

に
関か

ん

す
る
報ほ

う

告こ
く

を
求も

と

め
、
そ
の

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を
毎

まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、
少

すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえる
よう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

など
に記

きじ

事を紹
しょうかい

介してください。

（ニッケイ新
しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

（３） ２０１８年第５１４９号 	１２月	２２日	（土曜日）

内な
い

容よ
う

を
公こ

う

表ひ
ょ
うす
る
こ
と
が
で
き
る
。こ
れ
だ
け
で
も
企き

業ぎ
ょ
うに
と
っ

て
は
相そ

う

当と
う

の
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
に
な
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
「
必ひ

つ

要よ
う

な
措そ

置ち

」
と
し
て
、
差さ

別べ
つ

が
撤て

っ

廃ぱ
い

さ
れ
る
ま
で
は
、
県け

ん

の

土ど

木ぼ
く

事じ

業ぎ
ょ
うか
ら
閉し

め
出だ

す
、
と
い
う
事こ

と

ま
で
で
き
る
。

　

犯は
ん

罪ざ
い

を
起お

こ
し
た
企き

業ぎ
ょ
うや
、
公こ

う

正せ
い

な
競

き
ょ
う

争そ
う

入に
ゅ
う

札さ
つ

で
実じ

つ

力り
ょ
くの

な
い
企き

業ぎ
ょ
うを
閉し

め
出だ

す
の
は
良よ

い
が
、「
男だ

ん

女じ
ょ

共き
ょ
う

同ど
う

参さ
ん

画か
く

」
と

い
う
具ぐ

体た
い

的て
き

に
何な

に

を
ど
こ
ま
で
や
れ
ば
良よ

い
の
か
分わ

か
ら
な
い

「
思し

想そ
う

」
に
忠

ち
ゅ
う

実じ
つ

か
ど
う
か
で
、
行

ぎ
ょ
う

政せ
い

が
恣し

意い

的て
き

に
入

に
ゅ
う

札さ
つ

締し

め
出だ

し
な
ど
と
い
う
「
必ひ

つ

要よ
う

な
措そ

置ち

」
を
と
る
こ
と
は
、
こ
れ

ま
た
権け

ん

力り
ょ
くの
濫ら

ん

用よ
う

そ
の
も
の
で
あ
る
。

　

実じ
つ

は
堂ど

う

本も
と

知ち

事じ

が
就

し
ゅ
う

任に
ん

以い

来ら
い

、
後う

し

ろ
盾だ

て

に
し
て
き
た
の
が
、

千ち

葉ば

県け
ん

政せ
い

界か
い

の
大だ

い

ボ
ス
で
自じ

民み
ん

党と
う

の
花は

な

沢さ
わ

三さ
ぶ

郎ろ
う

・
県け

ん

議ぎ

会か
い

議ぎ

員い
ん

で
あ
っ
た
。
花は

な

沢さ
わ

県け
ん

議ぎ

は
千ち

葉ば

県け
ん

の
土ど

建け
ん

業ぎ
ょ
う

界か
い

の
フ
ィ
ク

サ
ー
で
、
公こ

う

共き
ょ
う

事じ

業ぎ
ょ
うな
ど
の
利り

権け
ん

で
子こ

分ぶ
ん

た
ち
を
養

や
し
な
っ
て
き

た
人じ

ん

物ぶ
つ

で
あ
る
。
土と

地ち

区く

画か
く

整せ
い

理り

事じ

業ぎ
ょ
うを
め
ぐ
る
収

し
ゅ
う

賄わ
い

で
、

有ゆ
う

罪ざ
い

判は
ん

決け
つ

を
受う

け
た
こ
と
も
あ
る
。
そ
し
て
花は

な

沢さ
わ

県け
ん

議ぎ

は
自じ

民み
ん

党と
う

内な
い

の
反は

ん

対た
い

を
押お

し
切き

っ
て
、
男だ

ん

女じ
ょ

共き
ょ
う

同ど
う

参さ
ん

画か
く

法ほ
う

案あ
ん

を
通と

お

そ
う
と
し
た
。

　

想そ
う

像ぞ
う

を
逞た

く
ま
し
く
す
れ
ば
、
法ほ

う

案あ
ん

が
成せ

い

立り
つ

す
れ
ば
、
ボ
ス
県け

ん

議ぎ

の
意い

に
従し

た
がわ
な
い
土ど

建け
ん

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

を
、
男だ

ん

女じ
ょ

共き
ょ
う

同ど
う

参さ
ん

画か
く

の
促そ

く

進し
ん

が
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

で
な
い
、
と
い
う
難な

ん

癖く
せ

を
つ
け
て
、
県け

ん

の
土ど

木ぼ
く

事じ

業ぎ
ょ
うか

ら
は
ず
す
こ
と
も
可か

能の
う

に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

中
ち
ゅ
う

国ご
く

で
も
見み

ら
れ
る
よ
う
に
、
独ど

く

裁さ
い

的て
き

な
政せ

い

治じ

権け
ん

力り
ょ
くは
か

な
ら
ず
利り

権け
ん

・
汚お

職し
ょ
くを
生う

む
。
堂ど

う

本も
と

知ち

事じ

と
花は

な

沢ざ
わ

県け
ん

議ぎ

の
組く

み
合あ

わ
せ
は
、
男だ

ん

女じ
ょ

共き
ょ
う

同ど
う

参さ
ん

画か
く

と
い
う
思し

想そ
う

の
た
め
に
は
手し

ゅ

段だ
ん

を
選え

ら

ば
な
い
革か

く

命め
い

家か

と
、
利り

権け
ん

の
た
め
に
は
思し

想そ
う

を
問と

わ

な
い
政せ

い

治じ

家か

と
の
癒ゆ

着ち
ゃ
くな
の
で
あ
る
。

　
「
市し

民み
ん

団だ
ん

体た
い

」
へ
の
補ほ

助じ
ょ

金き
ん

ば
ら
ま
き
も
、
利り

権け
ん

の
一い

っ

種し
ゅ

で

あ
る
。

　
（
民み

ん

間か
ん

の
団だ

ん

体た
い

と
の
連れ

ん

携け
い

及お
よ

び
協

き
ょ
う

働ど
う

）

　
第だ

い

８
条じ

ょ
う、
県け

ん

は
・
・
・
特と

く

定て
い

非ひ

営え
い

利り

活か
つ

動ど
う

法ほ
う

人じ
ん

そ
の
他ほ

か

の

民み
ん

間か
ん

の
男だ

ん

女じ
ょ

共き
ょ
う

同ど
う

参さ
ん

画か
く

の
促そ

く

進し
ん

に
寄き

与よ

す
る
活か

つ

動ど
う

を
促そ

く

進し
ん

す

る
も
の
と
す
る
。

　

堂ど
う

本も
と

知ち

事じ

は
自じ

分ぶ
ん

を
選せ

ん

挙き
ょ

で
応お

う

援え
ん

し
た
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
団だ

ん

体た
い

に
ど
ん
ど
ん
「
特と

く

定て
い

非ひ

営え
い

利り

活か
つ

動ど
う

法ほ
う

人じ
ん

」（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
の

認に
ん

証し
ょ
うを
出だ

し
て
、
カ
ネ
を
ば
ら
ま
い
た
。
千ち

葉ば

県け
ん

が
平へ

い

成せ
い

１
５
年ね

ん

度ど

予よ

算さ
ん

に
計け

い

上じ
ょ
うし
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
関か

ん

連れ
ん

予よ

算さ
ん

は
実じ

つ

に

１
億お

く

８
千せ

ん

万ま
ん

円え
ん

。［
１
，
Ｐ
１
８
８
］

　

平へ
い

成せ
い

１
４
年ね

ん

１
０
月が

つ

１
５
日に

ち

。
堂ど

う

本も
と

知ち

事じ

が
成せ

い

立り
つ

を
目め

指ざ

し
た
男だ

ん

女じ
ょ

共き
ょ
う

同ど
う

参さ
ん

画か
く

条じ
ょ
う

例れ
い

は
「
継け

い

続ぞ
く

審し
ん

議ぎ

」
と
な
っ
た
。

事じ

実じ
つ

上じ
ょ
うの
「
否ひ

決け
つ

」
で
あ
る
。
社し

ゃ

民み
ん

・
県け

ん

民み
ん

連れ
ん

合ご
う

、
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

、市し

民み
ん

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
「
条

じ
ょ
う

例れ
い

案あ
ん

は
そ
の
ま
ま
通と

お

す
べ
き
」

と
主し

ゅ

張ち
ょ
うし
た
の
に
対た

い

し
、
多た

数す
う

派は

の
自じ

民み
ん

党と
う

が
「
条

じ
ょ
う

例れ
い

案あ
ん

は

過か

激げ
き

な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
に
基も

と

づ
く
条

じ
ょ
う

文ぶ
ん

な
ど
多お

お

く
の
問も

ん

題だ
い

が
あ
り
」
と
継け

い

続ぞ
く

審し
ん

議ぎ

を
主し

ゅ

張ち
ょ
う、
ヤ
ジ
と
怒ど

号ご
う

の
飛と

び
交か

う

中な
か

で
採さ

い

決け
つ

が
行お

こ
なわ
れ
た
。

　

傍ぼ
う

聴ち
ょ
う

席せ
き

に
陣じ

ん

取ど

っ
て
い
た
堂ど

う

本も
と

シ
ン
パ
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
活か

つ

動ど
う

家か

た
ち
は
閉へ

い

会か
い

後ご

、
退た

い

場じ
ょ
うす
る
自じ

民み
ん

党と
う

議ぎ

員い
ん

に
向む

か
っ
て
、

「
サ
イ
テ
ー
だ
よ
、
ア
ン
タ
た
ち
」
と
悪あ

く

罵ば

を
投な

げ
つ
け
た
。

千ち

葉ば

県け
ん

議ぎ

会か
い

で
県け

ん

当と
う

局き
ょ
くが
提て

い

出し
ゅ
つし
た
条

じ
ょ
う

例れ
い

案あ
ん

が
継け

い

続ぞ
く

審し
ん

議ぎ

に

な
っ
た
の
は
史し

上じ
ょ
う

初は
じ

め
て
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

１
０
月が

つ

２
７
日に

ち

に
は
参さ

ん

院い
ん

選せ
ん

千ち

葉ば

選せ
ん

挙き
ょ

区く

補ほ

選せ
ん

が
行お

こ
な
わ
れ

た
。
社し

ゃ

民み
ん

党と
う

や
市し

民み
ん

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
「
男だ

ん

女じ
ょ

共き
ょ
う

同ど
う

参さ
ん

画か
く

条じ
ょ
う

例れ
い

に
反は

ん

対た
い

し
た
自じ

民み
ん

党と
う

は
女じ

ょ

性せ
い

の
敵て

き

だ
」
と
訴う

っ
た
え
た
が
、

フ
タ
を
開あ

け
て
み
る
と
自じ

民み
ん

党と
う

候こ
う

補ほ

の
圧あ

っ

勝し
ょ
う。
朝あ

さ

日ひ

新し
ん

聞ぶ
ん

が

実じ
っ

施し

し
た
出で

口ぐ
ち

調ち
ょ
う

査さ

で
は
、
女じ

ょ

性せ
い

の
４
５
％
が
自じ

民み
ん

党と
う

候こ
う

補ほ

に
投と

う

票ひ
ょ
うし
、
対た

い

立り
つ

候こ
う

補ほ

の
３
７
％
を
上う

わ

回ま
わ
っ
た
。
堂ど

う

本も
と

知ち

事じ

は

「
男だ

ん

女じ
ょ

協き
ょ
う

働ど
う

参さ
ん

画か
く

条じ
ょ
う

例れ
い

を
通と

お

さ
な
か
っ
た
ら
自じ

民み
ん

党と
う

は
女じ

ょ

性せ
い

票ひ
ょ
うが
減へ

る
」
と
脅お

ど

し
て
い
た
が
、
女じ

ょ

性せ
い

は
男だ

ん

女じ
ょ

共き
ょ
う

同ど
う

参さ
ん

画か
く

を

支し

持じ

し
な
か
っ
た
。

　

そ
の
後ご

の
県け

ん

議ぎ

会か
い

議ぎ

員い
ん

選せ
ん

挙き
ょ

で
も
自じ

民み
ん

党と
う

は
圧あ

っ

勝し
ょ
うし
て
、

６
５
議ぎ

席せ
き

か
ら
７
１
議ぎ

席せ
き

に
増ふ

や
し
た
。
一い

っ

方ぽ
う

、
堂ど

う

本も
と

知ち

事じ

の
参さ

ん

謀ぼ
う

格か
く

だ
っ
た
市し

民み
ん

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
現げ

ん

職し
ょ
く

女じ
ょ

性せ
い

議ぎ

員い
ん

は

落ら
く

選せ
ん

し
た
。

　

千ち

葉ば

県け
ん

を
例れ

い

に
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
が
言げ

ん

論ろ
ん

統と
う

制せ
い

、
権け

ん

力り
ょ
くの
濫ら

ん

用よ
う

、
利り

権け
ん

と
の
癒ゆ

着ち
ゃ
くな
ど
全ぜ

ん

体た
い

主し
ゅ

義ぎ

的て
き

特と
く

徴ち
ょ
うを
備そ

な

え
て
い
る

事こ
と

を
見み

て
き
た
が
、
こ
れ
は
決け

っ

し
て
偶ぐ

う

然ぜ
ん

で
は
な
い
。
フ
ェ
ミ

ニ
ズ
ム
は
マ
ル
ク
ス
主し

ゅ

義ぎ

か
ら
派は

生せ
い

し
た
革か

く

命め
い

思し

想そ
う

だ
か
ら
で

あ
る
。

　

堂ど
う

本も
と

知ち

事じ

の
国こ

っ

会か
い

議ぎ

員い
ん

時じ

代だ
い

か
ら
の
盟め

い

友ゆ
う

で
、
千ち

葉ば

県け
ん

の

条じ
ょ
う

例れ
い

案あ
ん

作さ
く

成せ
い

に
も
中

ち
ゅ
う

心し
ん

的て
き

役や
く

割わ
り

を
果は

た
し
た
東と

う

大だ
い

教き
ょ
う

授じ
ゅ

・

大お
お

沢さ
わ

真ま

理り

は
、
フ
ラ
ン
ス
の
過か

激げ
き

フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
で
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
理り

論ろ
ん

の
創そ

う

始し

者し
ゃ

ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
・
デ
ル
フ
ィ
を
信し

ん

奉ぽ
う

し

て
い
る
。
デ
ル
フ
ィ
は
著ち

ょ

書し
ょ

「
何な

に

が
女じ

ょ

性せ
い

の
主し

ゅ

要よ
う

な
敵て

き

な
の
か
」

怨お
ん

念ね
ん

と
闘と

う

争そ
う

で
革か

く

命め
い

を
目め

指ざ

す
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
は
、

民み
ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

と
相あ

い

容い

れ
な
い

Ｏ
Ｇ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｋ

Ｉ
Ｎ
Ｇ

夫ふ
う

婦ふ

別べ
っ

姓せ
い

派は

の
事じ

実じ
つ

把は

握あ
く

と

論ろ
ん

理り

的て
き

思し

考こ
う

を
問と

う

Ｂ
．
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
１
７
７
）
一い

っ

周し
ゅ
う

遅お
く

れ
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム　

最さ
い

近き
ん

の
脳の

う

科か

学が
く

が
発は

っ

見け
ん

し
た

男だ
ん

女じ
ょ

脳の
う

の
違ち

が

い
か
ら
フ
ェ
ミ
ニ

ズ
ム
を
見み

て
み
る
と
、、、

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

１
．
千ち

葉ば

展の
ぶ

正ま
さ

、「
男お

と
こ
と
女

お
ん
な

の
戦せ

ん

争そ
う

反は
ん

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
入

に
ゅ
う

門も
ん

」、
展て

ん

転て
ん

社し
ゃ

、
Ｈ
１
６

　

デ
ル
フ
ィ
の
思し

想そ
う

の
根こ

ん

底て
い

に
あ
る
の
は
、
社し

ゃ

会か
い

や
家か

庭て
い

で
女じ

ょ

性せ
い

が
男だ

ん

性せ
い

か
ら
抑よ

く

圧あ
つ

さ
れ
て
い
る
と
い
う
怨お

ん

念ね
ん

で
あ
り
、
ま
た

そ
れ
を
晴は

ら
す
た
め
に
政せ

い

治じ

権け
ん

力り
ょ
くを
奪だ

っ

取し
ゅ

し
よ
う
と
い
う
闘と

う

争そ
う

的て
き

姿し

勢せ
い

で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、「
目も

く

的て
き

の
た
め
に
は
手し

ゅ

段だ
ん

を

問と

わ
な
い
、
と
に
か
く
独ど

く

裁さ
い

的て
き

政せ
い

治じ

権け
ん

力り
ょ
くを
奪う

ば
っ
て
現げ

ん

体た
い

制せ
い

を

転て
ん

覆ぷ
く

さ
せ
よ
」、
と
い
う
マ
ル
ク
ス
主し

ゅ

義ぎ

と
同お

な

じ
革か

く

命め
い

路ろ

線せ
ん

が

出で

て
く
る
。

　

議ぎ

会か
い

制せ
い

民み
ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

と
は
こ
う
い
う
独ど

く

裁さ
い

か
ら
市し

民み
ん

を
守ま

も

る

た
め
に
、「
法ほ

う

の
支し

配は
い

」
や
「
選せ

ん

挙き
ょ

に
よ
る
意い

志し

決け
っ

定て
い

」
と
い

う
「
手し

ゅ

段だ
ん

」
を
定さ

だ

め
て
い
る
。
だ
か
ら
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

は
「
革か

く

命め
い

的て
き

な
闘と

う

争そ
う

」
を
め
ざ
す
マ
ル
ク
ス
主し

ゅ

義ぎ

と
も
過か

激げ
き

フ
ェ
ミ
ニ
ズ

ム
と
も
相あ

い

容い

れ
な
い
。
千ち

葉ば

県け
ん

民み
ん

は
賢け

ん

明め
い

に
も
選せ

ん

挙き
ょ

と
い
う

民み
ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

的て
き

手し
ゅ

段だ
ん

を
通つ

う

じ
て
、
堂ど

う

本も
と

知ち

事じ

の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
革か

く

命め
い

を
見み

事ご
と

に
阻そ

止し

し
た
の
で
あ
る
。

（
文ぶ

ん

責せ
き

：
伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
リ
ン
ク
■

Ａ
．
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
０
０
６
）
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
と
Ｌ

１
．
知ち

事じ

の
形ぎ

ょ
う

相そ
う

は
一い

っ

変ぺ
ん

２
．
県け

ん

の
予よ

算さ
ん

で
条じ

ょ
う

例れ
い

案あ
ん

の
新し

ん

聞ぶ
ん

広こ
う

告こ
く

８
．
阻そ

止し

さ
れ
た

　
　
　
　
　

男だ
ん

女じ
ょ

共き
ょ
う

同ど
う

参さ
ん

画か
く

条じ
ょ
う

例れ
い

３
．
具ぐ

体た
い

的て
き

ル
ー
ル
の
な
い
法ほ

う

律り
つ

は

        

民み
ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

に
反は

ん

す
る

４
．「
自み

ず
か
ら
進す

す

ん
で
男だ

ん

女じ
ょ

共き
ょ
う

同ど
う

参さ
ん

画か
く

の

         

促そ
く

進し
ん

に
努つ

と

め
る
も
の
と
す
る
」

５
．「
必ひ

つ

要よ
う

な
措そ

置ち

を

          

講こ
う

ず
る
こ
と
が
で
き
る
」

６
．
権け

ん

力り
ょ
く

と
利り

権け
ん

７
．
利り

権け
ん

と
の
癒ゆ

着ち
ゃ
く

９
．
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
マ
ル
ク
ス
主し

ゅ

義ぎ

で
こ
う
述の

べ
て
い
る
。

　
女じ

ょ

性せ
い

の
解か

い

放ほ
う

の
た
め
に
は
、
現げ

ん

に
知し

ら
れ

て
い
る
社し

ゃ

会か
い

す
べ
て
の
基き

礎そ

（
注

ち
ゅ
う

：
千ち

葉ば

県け
ん

条じ
ょ
う

例れ
い

で
の
「
制せ

い

度ど

又ま
た

は
慣か

ん

行こ
う

」
が
こ
れ

に
あ
た
る
）
を
完か

ん

全ぜ
ん

に
く
つ
が
え
す
必ひ

つ

要よ
う

が

あ
る
。
こ
の
転て

ん

覆ぷ
く

は
革か

く

命め
い

な
し
に
は
、
す

な
わ
ち
現げ

ん

在ざ
い

他た

の
人に

ん

間げ
ん

に
握に

ぎ

ら
れ
て
い
る
、

私わ
た
した
ち
自じ

身し
ん

を
支し

配は
い

す
る
政せ

い

治じ

的て
き

権け
ん

力り
ょ
くを

奪だ
っ

取し
ゅ

す
る
こ
と
な
し
に
は
実じ

つ

現げ
ん

で
き
な
い
。

こ
の
権け

ん

力り
ょ
く

奪だ
っ

取し
ゅ

が
女じ

ょ

性せ
い

解か
い

放ほ
う

運う
ん

動ど
う

の
究

き
ゅ
う

極き
ょ
く

的て
き

目も
く

標ひ
ょ
うと
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

女じ
ょ

性せ
い

解か
い

放ほ
う

運う
ん

動ど
う

は
革か

く

命め
い

的て
き

な
闘と

う

争そ
う

に
備そ

な

え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。［
１
，
Ｐ
１
０
８
］

　
マ
ル
ク
ス
は
労ろ

う

働ど
う

者し
ゃ

階か
い

級き
ゅ
うは
資し

本ほ
ん

家か

階か
い

級き
ゅ
うに
搾さ

く

取し
ゅ

・
抑よ

く

圧あ
つ

さ
れ
て
お
り
、
革か

く

命め
い

闘と
う

争そ
う

に
よ
っ
て
権け

ん

力り
ょ
くを
奪だ

っ

取し
ゅ

し
て
、
労ろ

う

働ど
う

者し
ゃ

階か
い

級き
ゅ
うを
解か

い

放ほ
う

す
べ
し
、と
論ろ

ん

じ
た
。デ
ル
フ
ィ

は
そ
の
構こ

う

造ぞ
う

を
下し

た

敷じ

き
と
し
て
、
女じ

ょ

性せ
い

を

男だ
ん

性せ
い

か
ら
搾さ

く

取し
ゅ

・
抑よ

く

圧あ
つ

さ
れ
た
階か

い

級き
ゅ
うと
見み

な
し
、
政せ

い

治じ

的て
き

権け
ん

力り
ょ
くを
奪だ

っ

取し
ゅ

し
て
、
解か

い

放ほ
う

す
る
と
い
う
「
革か

く

命め
い

的て
き

な
闘と

う

争そ
う

」
を
目め

指ざ

し
た
の
で
あ
る
。
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Ａ
Ｃ
Ａ
Ｌ
の
池い

け

崎ざ
き

博ひ
ろ

文ふ
み

会か
い

長ち
ょ
うは
、「
紅こ

う

白は
く

餅も
ち

を
配く

ば

り
始は

じ

め

た
最さ

い

初し
ょ

の
こ
ろ
は
、
商

し
ょ
う

店て
ん

主し
ゅ

か
ら
『
私わ

た
し

た
ち
は
売う

っ
て
い
る

の
に
、
ど
う
し
て
タ
ダ
で
配く

ば

る

ん
だ
』
と
苦く

情じ
ょ
うが
来き

た
ん
だ
。

そ
れ
で
『
普ふ

及き
ゅ
う
さ
せ
る
た
め

　

帰き

伯は
く

す
る
デ
カ
セ
ギ
子し

弟て
い

の
社し

ゃ

会か
い

適て
き

応お
う

を
支し

援え
ん

す
る
非ひ

営え
い

利り

法ほ
う

人じ
ん

「
カ
エ
ル
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」（
中な

か

川が
わ

郷き
ょ
う

子こ

代だ
い

表ひ
ょ
う）は
、活か

つ

動ど
う

開か
い

始し

か
ら
今こ

年と
し

で
１
０
年ね

ん

の
節ふ

し

目め

を
迎む

か

え
た
。

今こ
ん

月げ
つ

２
０
日か

、
ジ
ャ
パ
ン
・
ハ
ウ
ス
で
記き

念ね
ん

誌し

『P
rojeto K

aeru 1
0

 anos(

カ

エ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
１
０
年ね

ん)

』
の
刊か

ん

行こ
う

を
記き

念ね
ん

し
て
講こ

う

演え
ん

し
た
中な

か

川が
わ

代だ
い

表ひ
ょ
うは
、
活か

つ

動ど
う

実じ
っ

績せ
き

を
報ほ

う

告こ
く

す
る
と
共と

も

に
引ひ

き
続つ

づ

き
活か

つ

動ど
う

に
対た

い

す
る
資し

金き
ん

援え
ん

助じ
ょ

を
訴う

っ
たえ
た
。

に
は
、
ま
ず
タ
ダ
で
配く

ば

っ
た

ほ
う
が
い
い
』
と
説せ

っ

得と
く

し
た
。

今い
ま

じ
ゃ
、
か
つ
て
の
何な

ん

十じ
ゅ
う

倍ば
い

も
餅も

ち

が
売う

れ
る
よ
う
に
な
っ
た

で
し
ょ
」
と
笑わ

ら

う
。
一い

っ

般ぱ
ん

ブ
ラ

ジ
ル
人じ

ん

が
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｉ
欲ほ

し
さ

に
何な

ん

千ぜ
ん

人に
ん

も
列れ

つ

に
並な

ら

ぶ
光こ

う

景け
い

は
圧あ

っ

巻か
ん

。
ま
さ
に
、
た
ゆ
ま

ぬ
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

普ふ

及き
ゅ
うの
努ど

力り
ょ
くが

な
せ
る
技わ

ざ

か
。

　
　
　
　
　

◎

急き
ゅ
う

増ぞ
う

し
た
帰き

伯は
く

子し

弟て
い

の
受う

け

皿ざ
ら

と
な
っ
た
。

　

聖せ
い

州し
ゅ
う

教き
ょ
う

育い
く

局き
ょ
くと
ブ
ラ
ジ

ル
三み

つ

井い

物ぶ
っ

産さ
ん

基き

金き
ん

の
支し

援え
ん

を

受う

け
て
、
現げ

ん

在ざ
い

、
公こ

う

立り
つ

学が
っ

校こ
う

３
９
校こ

う

を
巡

じ
ゅ
ん

回か
い

し
、
デ
カ

セ
ギ
子し

弟て
い

７
１
人に

ん

を
対た

い

象し
ょ
うに

週し
ゅ
う

一い
っ

回か
い

の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

活か
つ

動ど
う

な
ど
を
実じ

っ

施し

し
て
い
る
。

ポ
語ご

学が
く

習し
ゅ
う

教き
ょ
う

室し
つ

開か
い

講こ
う

の
他ほ

か

、

デ
カ
セ
ギ
子し

弟て
い

同ど
う

士し

の
憩い

こ
い
の

場ば

を
設も

う

け
る
こ
と
を
目も

く

的て
き

と

し
た
各か

く

種し
ゅ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

父ふ

母ぼ

に
代か

わ
り
、
劇げ

き

場じ
ょ
うや
博は

く

物ぶ
つ

館か
ん

等な
ど

に
引い

ん

率そ
つ

す
る
社し

ゃ

会か
い

体た
い

験け
ん

等な
ど

も
実じ

っ

施し

し
て
き
た
。

　

本ほ
ん

紙し

取し
ゅ

材ざ
い

に
対た

い

し
、
中な

か

川が
わ

代だ
い

表ひ
ょ
うは
「
帰き

伯は
く

デ
カ
セ
ギ
子し

弟て
い

の
教

き
ょ
う

育い
く

水す
い

準じ
ゅ
んは
十

じ
ゅ
う

年ね
ん

経た

っ

て
も
何な

に

一ひ
とつ
変か

わ
っ
て
い
な
い
。

日に

本ほ
ん

で
は
義ぎ

務む

教き
ょ
う

育い
く

で
は
な

い
か
ら
、
不ふ

就し
ゅ
う

学が
く

や
不ふ

登と
う

校こ
う

に
も
統と

う

計け
い

上じ
ょ
う

入は
い

ら
な
い
子こ

供ど
も

が
い
る
。
発は

っ

達た
つ

障し
ょ
う

害が
い

の
問も

ん

題だ
い

も
待ま

っ
た
な
し
」
と
危き

機き

感か
ん

を
募つ

の

ら
せ
る
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
経け

い

済ざ
い

停て
い

滞た
い

に
よ
っ

て
１
６
年ね

ん

末ま
つ

以い

降こ
う

か
ら
デ
カ

セ
ギ
が
増ぞ

う

加か

に
転て

ん

じ
、
本ほ

ん

年ね
ん

６
月が

つ

の
在ざ

い

留り
ゅ
う

外が
い

国こ
く

人じ
ん

統と
う

計け
い

で
は
約や

く

１
９
万ま

ん

４
千せ

ん

人に
ん

に
上の

ぼ

っ

て
い
る
。
そ
の
１
割わ

り

弱じ
ゃ
くが
日に

本ほ
ん

人じ
ん

で
あ
れ
ば
義ぎ

務む

教き
ょ
う

育い
く

対た
い

象し
ょ
うと
な
る
子こ

供ど
も

達た
ち

だ
。

　
「
日に

本ほ
ん

国こ
く

内な
い

で
の
デ
カ
セ
ギ

居き
ょ

住じ
ゅ
う

地ち

が
変へ

ん

化か

し
て
お
り
、

外が
い

国こ
く

人じ
ん

子し

弟て
い

が
急

き
ゅ
う

増ぞ
う

し
、
教

き
ょ
う

育い
く

現げ
ん

場ば

で
の
対た

い

応お
う

が
追お

い
つ

か
ず
に
窮

き
ゅ
う

地ち

に
陥

お
ち
い
っ
て
い
る
自じ

治ち

体た
い

も
あ
る
。
行

ぎ
ょ
う

政せ
い

同ど
う

士し

の

横よ
こ

の
繋つ

な

が
り
が
薄う

す

い
」
と
の

印い
ん

象し
ょ
うも
。
中な

か

川が
わ

さ
ん
は
「
今い

ま

は
日に

本ほ
ん

に
向む

か
う
数か

ず

の
方ほ

う

が

圧あ
っ

倒と
う

的て
き

に
多お

お

い
が
、
子し

弟て
い

は

還か
ん

流り
ゅ
うし
て
く
る
。
こ
の
支し

援え
ん

に
は
終お

わ
り
が
な
い
」
と
話は

な

し
た
。

　

現げ
ん

在ざ
い

、
ブ
ラ
ジ
ル
三み

つ

井い

物ぶ
っ

産さ
ん

基き

金き
ん

が
一い

っ

社し
ゃ

の
み
で
資し

金き
ん

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

っ

伯ぱ
く

援え
ん

護ご

教
き
ょ
う

会か
い

（
与よ

儀ぎ

昭あ
け

雄お

会か
い

長ち
ょ
う

）
は

「
１
２
月が

つ

定て
い

例れ
い

役や
く

員い
ん

会か
い

」
を

２
０
日か

、
援え

ん

協き
ょ
う

本ほ
ん

部ぶ

ビ
ル
で

開か
い

催さ
い

し
た
。

　

冒ぼ
う

頭と
う

、
与よ

儀ぎ

会か
い

長ち
ょ
うは
「
今こ

年と
し

は
経け

い

済ざ
い

的て
き

に
厳き

び

し
い
年と

し

だ

っ
た
が
、
病

び
ょ
う

院い
ん

も
良よ

い
業

ぎ
ょ
う

績せ
き

で
終お

え
る
こ
と
が
出で

来き

た
。

１
９
年ね

ん

も
引ひ

き
続つ

づ

き
厳き

び

し
い

年と
し

と
な
る
が
、
良よ

い
年と

し

に
な

る
よ
う
共と

も

に
頑が

ん

張ば

り
ま
し
ょ

う
」
と
挨あ

い

拶さ
つ

し
た
。

　

議ぎ

事じ

及お
よ

び
報ほ

う

告こ
く

で
は
、

１
９
、２
０
年ね

ん

の
理り

事じ

会か
い

な

ら
び
に
特と

く

別べ
つ

委い

員い
ん

会か
い

メ
ン
バ

ー
が
承

し
ょ
う

認に
ん

さ
れ
た
。同ど

う

時じ

に
、

今こ
ん

年ね
ん

度ど

で
理り

事じ

を
退た

い

任に
ん

す
る

中な
か

田だ

和か
ず

夫お

氏し

、
与よ

座ざ

弘ひ
ろ
し

氏し

に

対た
い

し
て
、
長な

が

年ね
ん

の
功こ

う

労ろ
う

を
称た

た

え
て
感か

ん

謝し
ゃ

プ
レ
ー
ト
が
贈ぞ

う

呈て
い

さ
れ
た
。

　

聖せ
い

市し

の
ブ
ル
ー
ツ
リ
ー

プ
レ
ミ
ア
ム
・
パ
ウ
リ
ス

タ
（R

ua P
eixoto G

o-

　

翌よ
く

年と
し

に
創そ

う

立り
つ

６
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を

迎む
か

え
る
同ど

う

会か
い

の
記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

委い

員い
ん

会か
い

、
記き

念ね
ん

誌し

編へ
ん

纂さ
ん

委い

員い
ん

会か
い

も
承

し
ょ
う

認に
ん

さ
れ
た
。

　

そ
の
後ご

、
各か

く

委い

員い
ん

会か
い

及お
よ

び

各か
く

施し

設せ
つ

か
ら
報ほ

う

告こ
く

が
行お

こ
な

わ

れ
た
。
ス
ザ
ノ
イ
ペ
ラ
ン
ジ

ア
ホ
ー
ム
の
中な

か

田だ

和か
ず

夫お

運う
ん

営え
い

委い

員い
ん

長ち
ょ
うは
、
増ぞ

う

築ち
く

さ
れ
た
同ど

う

ホ
ー
ム
の
入

に
ゅ
う

居き
ょ

者し
ゃ

数す
う

目も
く

標ひ
ょ
うを

４
５
人に

ん

と
し
て
い
た
が
、
今こ

ん

（
左ひ

だ
りか
ら
）
来ら

い

社し
ゃ

し
た
秋あ

き

村む
ら

さ
ん
、
池い

け

崎ざ
き

会か
い

長ち
ょ
う

おせち料
りょう

理
り

（参
さん

考
こう

写
しゃ

真
しん

、実
じっ

際
さい

の料
りょう

理
り

とは
異
こと

なります）

援え
ん

協き
ょ
う、
ア
リ
ア
ン
サ
と
の
共

き
ょ
う

催さ
い

。
　

紅こ
う

白は
く

餅も
ち

の
入は

い

っ
た
２
万ま

ん

袋
ふ
く
ろ

は
午ご

前ぜ
ん

８
時じ

か
ら
、
リ
ベ
ル

ダ
ー
デ
日に

本ほ
ん

広ひ
ろ

場ば

で
無む

料り
ょ
う

配は
い

布ふ

さ
れ
、
例れ

い

年ね
ん

ジ
ョ
ン
・
メ
ン

デ
ス
広ひ

ろ

場ば

ま
で
列れ

つ

が
延の

び
る

と
い
う
。

　

３
１
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

９
時じ

半は
ん

か
ら

始は
じ

ま
る
開か

い

会か
い

式し
き

で
は
、
南な

ん

米べ
い

神じ
ん

宮ぐ
う

の
逢お

お

坂さ
か

和か
ず

男お

宮ぐ
う

司じ

に
よ

る
神し

ん

道と
う

式し
き

の
儀ぎ

式し
き

が
行お

こ
な

わ
れ
、

龍り
ゅ
う

踊お
ど

り
や
和わ

太だ
い

鼓こ

も
披ひ

露ろ
う

さ
れ
る
。
１
０
時じ

半は
ん

か
ら
は

役や
く

員い
ん

や
来ら

い

賓ひ
ん

に
よ
る
餅も

ち

つ
き
。

同ど
う

時じ

に
午ご

後ご

１
時じ

ま
で
お
雑ぞ

う

煮に

３
千ぜ

ん

杯は
い

が
同ど

う

広ひ
ろ

場ば

の
記き

念ね
ん

碑ひ

前ま
え

付ふ

近き
ん

で
配く

ば

ら
れ
る
。
ま

た
、
東と

う

洋よ
う

祭ま
つ

り
で
好こ

う

評ひ
ょ
うを
博は

く

　

文ぶ
ん

協き
ょ
う

美び

術じ
ゅ
つ

委い

員い
ん

会か
い

の
金か

ね

子こ

謙け
ん

一い
ち

さ
ん
は
、「
絵か

い

画が

教き
ょ
う

室し
つ

が
文ぶ

ん

協き
ょ
うに
行い

く
前ま

え

は
、
パ
ウ

リ
ス
タ
新し

ん

聞ぶ
ん

の
２
階か

い

サ
ロ
ン
で

始は
じ

ま
っ
た
ん
で
す
よ
。
聖せ

い

美び

会か
い

の
仲な

か

間ま

が
新し

ん

聞ぶ
ん

社し
ゃ

に
い
ま

し
た
か
ら
。
最さ

い

盛せ
い

期き

は
８
０

年ね
ん

代だ
い

で
約や

く

３
０
０
人に

ん

が
参さ

ん

加か

し
て
、
文ぶ

ん

協き
ょ
う

大だ
い

サ
ロ
ン
が
一い

っ

杯ぱ
い

に
な
っ
た
時じ

代だ
い

も
あ
っ
た
。

デ
カ
セ
ギ
が
始は

じ

ま
っ
て
一い

っ

気き

に
減へ

っ
て
し
ま
っ
た
」
と
振ふ

り
返か

え

っ
た
。
た
ま
た
ま
来ら

い

社し
ゃ

し
て
い

る
最さ

い

中ち
ゅ
うに
、
同ど

う

船せ
ん

者し
ゃ

と
再さ

い

会か
い

。

「
最さ

い

近き
ん

、
旧

き
ゅ
う

友ゆ
う

４
０
人に

ん

ほ
ど

に
『
元げ

ん

気き

だ
っ
た
ら
手て

紙が
み

を

返か
え

し
て
』
と
の
通つ

う

信し
ん

を
送お

く

っ
た

ら
、
３
人に

ん

し
か
返か

え

っ
て
こ
な
か

っ
た
」
と
も
。
で
も
、
そ
れ

ゆ
え
に
聖せ

い

美み

会か
い

の
生い

き
字じ

引び
き

と
し
て
の
存そ

ん

在ざ
い

は
、
さ
ら
に

貴き

重ち
ょ
うさ
を
増ま

し
て
い
る
。

酒さ
か

井い

町ま
ち

子こ

さ
ん
、
金か
ね

子こ

謙け
ん

一い
ち

さ
ん

　

臨り
ん

床し
ょ
う

心し
ん

理り

士し

で
あ
る
中な

か

川が
わ

代だ
い

表ひ
ょ
うの
診し

ん

療り
ょ
う

所じ
ょ

に
デ
カ
セ
ギ

子し

弟て
い

が
診し

ん

察さ
つ

に
訪お

と
ず
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
を
機き

に
９
６
年ね

ん

か
ら
支し

援え
ん

を
開か

い

始し

し
、
０
８

年ね
ん

に
カ
エ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
発ほ

っ

足そ
く

。
同ど

う

年ね
ん

９
月が

つ

の

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り

企き

業ぎ
ょ
う

か
ら
の
支し

援え
ん

呼よ

び
か
け

「
デ
カ
セ
ギ
子し

弟て
い

支し

援え
ん

に
終お

わ
り
な
し
」

月げ
つ

末ま
つ

迄ま
で

に
達た

っ

成せ
い

さ
れ
る
見み

通と
お

し
で
あ
る
こ
と
を
発は

っ

表ぴ
ょ
う。

　
「
６
年ね

ん

間か
ん

務つ
と

め
を
果は

た
し

て
こ
ら
れ
た
の
は
、
皆み

な

様さ
ま

の

支し

援え
ん

の
お
陰か

げ

」
と
謝し

ゃ

意い

を
述の

べ
、
来ら

い

年ね
ん

３
月が

つ

に
２
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
迎む

か

え
る
ダ
リ
ア
祭ま

つ

り
に
引ひ

き
続つ

づ

き
の
支し

援え
ん

を
要よ

う

請せ
い

し

た
。
１
月が

つ

か
ら
は
、
藤ふ

じ

村む
ら

隆た
か

次つ
ぐ

氏し

が
同ど

う

ホ
ー
ム
運う

ん

営え
い

委い

員い
ん

長ち
ょ
うと
な
る
。

援え
ん

協き
ょ
う

、
１
２
月が

つ

定て
い

例れ
い

役や
く

員い
ん

会か
い

で

創そ
う

立り
つ

60
周し

ゅ
う

年ね
ん

委い

員い
ん

会か
い

を
発ほ

っ

足そ
く

紅こ
う

白は
く

餅も
ち

２
万ま

ん

袋ふ
く
ろ

を
無む

料り
ょ
う

配は
い

布ふ

年ね
ん

末ま
つ

恒こ
う

例れ
い

、
餅も

ち

つ
き
祭ま

つ

り児じ

童ど
う

向む

け
、
美び

術じ
ゅ
つ

親し
た

し
む
場ば

に

文ぶ
ん

協き
ょ
う

絵か
い

画が

教き
ょ
う

室し
つ

が
生せ

い

徒と

募ぼ

集し
ゅ
う

　

会か
い

計け
い

報ほ
う

告こ
く

で
は
、
友ゆ

う

好こ
う

病び
ょ
う

院い
ん

を
除の

ぞ

く
１
１
月が

つ

度ど

決け
っ

算さ
ん

は
、
１
２
５
万ま

ん

３
６
７
８

レ
の
赤あ

か

字じ

を
計け

い

上じ
ょ
う。
友ゆ

う

好こ
う

病び
ょ
う

院い
ん

を
含ふ

く

ん
だ
全ぜ

ん

体た
い

で
は
、

６
６
７
万ま

ん

４
４
６
レ
の
黒く

ろ

字じ

と
な
っ
た
。

加か

者し
ゃ

。
５
～
１
５
歳さ

い

を
対た

い

象
し
ょ
う

に
絵か

い

画が

を
学ま

な

ぶ
。
指し

導ど
う

は
五い

つ

木き

田だ

綾あ
や

子こ

さ
ん
、
酒さ

か

井い

町ま
ち

子こ

委い

員い
ん

長ち
ょ
うら
。
教

き
ょ
う

室し
つ

で
制せ

い

作さ
く

さ

れ
た
作さ

く

品ひ
ん

は
１
９
、２
０
の

両り
ょ
う

日じ
つ

午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

か
ら
午ご

後ご

５
時じ

ま
で
文ぶ

ん

協き
ょ
うビ
ル
内な

い

で
展て

ん

示じ

さ
れ
る
。

　

案あ
ん

内な
い

に
来ら

い

社し
ゃ

し
た
酒さ

か

井い

委い

員い
ん

長ち
ょ
う

は
「
ぜ
ひ
お
子こ

さ
ん
、

お
孫ま

ご

さ
ん
に
参さ

ん

加か

さ
せ
、
充

じ
ゅ
う

実じ
つ

し
た
情

じ
ょ
う

操そ
う

教き
ょ
う

育い
く

を
さ
せ

ま
し
ょ
う
」
と
参さ

ん

加か

を
呼よ

び

か
け
た
。
申も

う

し
込こ

み
は
文ぶ

ん

協き
ょ
う

事じ

務む

局き
ょ
く（
電で

ん

話わ

＝
１
１
・ 

３
２
０
８
・
１
７
５
５
、
メ

ー
ル
＝m

atsu
ri@

bu
n

-
kyo.org.br

）
ま
で
。

１０周
しゅう

年
ねん

、資
し

金
きん

調
ちょう

達
たつ

に課
か

題
だい

（７） ２０１８年第５１４９号 	１２月	２２日	（土曜日）

塚つ
か

本も
と

恭き
ょ
う

子こ

さ
ん
料り

ょ
う

理り

担た
ん

当と
う

で

元が
ん

旦た
ん

お
せ
ち
は
チ
ー
ム
・
ジ
ャ
パ
ン

ブルーツリー

１０年
ねん

の活
かつ

動
どう

を振
ふり

返
かえ

った中
なか

川
がわ

さん

感
かん

謝
しゃ

プレートを贈
ぞう

呈
てい

された中
なか

田
だ

氏
し

（右
みぎ

）

カ エ ル
プロジェクト

し
た
ミ
ニ
門か

ど

松ま
つ

も
販は

ん

売ば
い

さ
れ

る
。

　

来ら
い

社し
ゃ

し
た
秋あ

き

村む
ら

寿ひ
さ

治じ

さ
ん

は
、「
年ね

ん

末ま
つ

の
恒こ

う

例れ
い

行ぎ
ょ
う

事じ

、

ぜ
ひ
皆み

な

さ
ん
お
出で

か
け
下く

だ

さ

m
id

e, 7
0

7

）
が
、
年ね

ん

末ま
つ

年ね
ん

始し

向む

け
に
企き

画か
く

す
る
特と

く

別べ
つ

プ
ラ
ン
三み

つ
の
参さ

ん

加か

者し
ゃ

募ぼ

集
し
ゅ
う

ャ
パ
ン
」
と
い
う
新あ

た
ら
し
い
取と

り

組く

み
。
ニ
チ
レ
イ
の
エ
ビ
、
ア

グ
ロ
ニ
ッ
ポ
の
コ
ン
キ
ャ
ク
、

日に
っ

系け
い

野や

菜さ
い

農の
う

家か

な
ど
が
手て

を

組く

ん
で
新し

ん

鮮せ
ん

な
食

し
ょ
く

材ざ
い

を
用よ

う

意い

す
る
も
の
。
映え

い

画が『
ガ
イ
ジ
ン
』

一い
っ

作さ
く

目め

の
主し

ゅ

演え
ん

女じ
ょ

優ゆ
う

と
し
て

有ゆ
う

名め
い

な
塚つ

か

本も
と

恭き
ょ
う

子こ

さ
ん
が
料

り
ょ
う

理り

を
担た

ん

当と
う

す
る
。

　

来ら
い

社し
ゃ

し
た
同ど

う

ホ
テ
ル
国こ

く

際さ
い

部ぶ

の
広ひ

ろ

瀬せ

純す
み

子こ

さ
ん
は
「
飾か

ざ

り
つ
け
も
塚つ

か

本も
と

さ
ん
が
や
っ

て
く
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
お
正

し
ょ
う

月が
つ

　
「
紅こ

う

白は
く

餅も
ち

を
も
ら
う
た
め

に
、
朝あ

さ

６
時じ

か
ら
並な

ら

ん
で

待ま

っ
て
い
る
人ひ

と

が
い
る
。
本ほ

ん

当と
う

に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
よ
」

―
―
『
第だ

い

４
８
回か

い

餅も
ち

つ
き
祭ま

つ

り
』
を
主し

ゅ

催さ
い

す
る
リ
ベ
ル
ダ
ー

デ
文ぶ

ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

（
Ａ
Ｃ
Ａ

Ｌ
）
の
池い

け

崎ざ
き

博ひ
ろ

文ふ
み

会か
い

長ち
ょ
うは
目め

を
細ほ

そ

め
る
。
文ぶ

ん

協き
ょ
う、
県け

ん

連れ
ん

、

を
拠き

ょ

出し
ゅ
つし
て
い
る
が
、
１
７

年ね
ん

度ど

で
援え

ん

助じ
ょ

打う

ち
切き

り
の
話

は
な
し

も
持も

ち
上あ

が
っ
て
い
た
。
再さ

い

検け
ん
と

討う

さ
れ
、
本ほ

ん

年ね
ん

度ど

も
予よ

算さ
ん

が
付つ

い
た
も
の
の
３
割わ

り

カ

ッ
ト
に
な
っ
た
。
中な

か

川が
わ

さ
ん
は

「
来ら

い

年ね
ん

度ど

も
出で

来き

る
範は

ん

囲い

で

活か
つ

動ど
う

を
続つ

づ

け
て
い
き
た
い
。
一い

っ

社し
ゃ

だ
け
で
支し

援え
ん

を
続つ

づ

け
る
の

は
困こ

ん

難な
ん

。
他た

の
企き

業ぎ
ょ
うに
も
デ

カ
セ
ギ
子し

弟て
い

の
現げ

ん

状じ
ょ
うに
関か

ん

心し
ん

を
持も

っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
訴

う
っ
た

え
た
。

　

今こ
ん

講こ
う

演え
ん

は
、
国こ

く

際さ
い

交こ
う

流
り
ゅ
う

基き

金き
ん

、
Ｕ
Ｓ
Ｐ
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ

Ａ
Ｍ
Ｐ
が
共

き
ょ
う

催さ
い

す
る
「
ブ
ラ

ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
」
の
一い

っ

環か
ん

と
し
て
実じ

っ

施し

さ
れ
た
。

　
「
今い

ま

じ
ゃ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

を
拠き

ょ

点て
ん

に
活か

つ

躍や
く

す
る
大だ

い

岩い
わ

オ

ス
カ
ー
ル
や
工く

藤ど
う

ジ
ェ
ー
ム

ズ
も
、
こ
の
教

き
ょ
う

室し
つ

の
出

し
ゅ
っ

身し
ん

者し
ゃ

。
何な

に

せ
第だ

い

５
７
回か

い

で
す
か

ら
、
有ゆ

う

名め
い

に
な
っ
た
人ひ

と

も
た

く
さ
ん
い
ま
す
よ
。
で
も
プ

ロ
の
画が

家か

を
育そ

だ

て
る
教

き
ょ
う

室し
つ

じ

ゃ
な
く
て
、
あ
く
ま
で
情

じ
ょ
う

操そ
う

教き
ょ
う

育い
く

。
で
も
幼お

さ
な

い
頃こ

ろ

に
基き

礎そ

が
付つ

い
て
い
る
人ひ

と

は
、
大お

お

き

く
な
っ
て
そ
の
道み

ち

に
進す

す

む
の

が
容よ

う

易い

な
ん
で
し
ょ
う
ね
」。

そ
う
呼よ

び
か
け
る
の
は
、
文ぶ

ん

協き
ょ
う

美び

術じ
ゅ
つ

委い

員い
ん

会か
い

の
金か

ね

子こ

謙け
ん

一い
ち

さ
ん
だ
。

　

新し
ん

年ね
ん

も
『
第だ

い

５
７
回か

い

児じ

童ど
う

絵か
い

画が

教き
ょ
う

室し
つ

』
が
１
月が

つ

１
４

日か

～
１
８
日に

ち

の
５
日か

間か
ん

、
文ぶ

ん

協き
ょ
うビ
ル
（Rua Sao Joa-

q
u

im
, 3

81, L
ib

er-
dade

）で
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
に
あ

た
り
、
生せ

い

徒と

募ぼ

集し
ゅ
うに
来ら

い

社し
ゃ

し

た
。
期き

間か
ん

中ち
ゅ
う、
午ご

前ぜ
ん

９
時じ

～

正し
ょ
う

午ご

ま
で
行お

こ
な

わ
れ
、
画が

家か

が
指し

導ど
う

に
当あ

た
る
。
参さ

ん

加か

費ひ

２
５
０
レ
ア
ル
（
文ぶ

ん

協き
ょ
う

会か
い

員い
ん

は
割わ

り

引び
き

あ
り
）。
希き

望ぼ
う

者し
ゃ

気き

分ぶ
ん

を
味あ

じ

わ
い
に
い
ら
し
て

く
だ
さ
い
」
と
呼よ

び
か
け
た
。

１
月が

つ

１
日た

ち

午ご

後ご

１
時じ

、
予よ

約や
く

は
１
０
０
人に

ん

限げ
ん

定て
い

。
一ひ

と

人り

２
２
０
レ
ア
ル
。

　

そ
の
他ほ

か

、「
ク
リ
ス
マ
ス
デ

ィ
ナ
ー
」
は
２
４
日に

ち

午ご

後ご

８

時じ

か
ら
一ひ

と

人り

１
８
０
レ
ア
ル
。

ま
た
「
年と

し

越こ

し
デ
ィ
ナ
ー
」

は
最さ

い

後ご

の
夜よ

る

を
バ
イ
キ
ン
グ

ス
タ
イ
ル
の
豪ご

う

華か

な
食

し
ょ
く

事じ

で

過す

ご
す
も
の
。
３
１
日に

ち

午ご

後ご

８
時じ

か
ら
一ひ

と

人り

４
３
０
レ
ア

ル
。

　

予よ

約や
く

や
問と

い

合あ
わ

せ
は
電で

ん

話わ

（
１
１
・
３
１
４
７
・
７
０ 

０
０
、１
１
・ 

９
９
８
３
１
・ 

１
３
２
８
、
内う

ち

村む
ら

明あ
け

美み

）

ま
で
、
メ
ー
ル
な
らk

a-
kem

i@
bluetree.com

.
br

ま
で
。

　

２
４
日か

は
印い

ん

刷さ
つ

所じ
ょ

が
休や

す

み
の
た
め
、
２
５
日に

ち

付づ

け
が

休き
ゅ
う

刊か
ん

と
な
り
ま
す
。
２
５

日に
ち

が
ナ
タ
ル
の
祝

し
ゅ
く

日じ
つ

の
た
め
、

２
６
日に

ち

付づ

け
も
休

き
ゅ
う

刊か
ん

と
な

り
ま
す
。
次つ

ぎ

の
通つ

う

常じ
ょ
う

号ご
う

は
、

２
７
日に

ち

付づ

け
。
翌よ

く

２
８
日に

ち

付づ

け
が
通つ

う

常じ
ょ
う

号ご
う

の
本ほ

ん

年ね
ん

最さ
い

後ご

の

新し
ん

聞ぶ
ん

と
な
り
ま
す
。

い
」
と
呼よ

び
か
け
て
い
る
。
問と

い
合あ

わ
せ
は
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｌ（
１
１ 

・
３
２
０
８
・
５
０
９
０
／

３
３
９
９
・
３
０
０
０
）
ま

で
。

は
１
月が

つ

１
１
日に

ち

ま
で
に
申も

う

し

込こ

む
こ
と
。

　

昨さ
く

年ね
ん

は
２
０
人に

ん

程て
い

度ど

の
参さ

ん

締し

め
切き

り
が
迫せ

ま
っ

て
い
る
。

　

目め

玉だ
ま

は
、
今こ

ん

回か
い

１
２
年ね

ん

目め

を
迎む

か

え
る
恒こ

う

例れ
い

の
「
元が

ん

旦た
ん

お
せ

ち
」。
食

し
ょ
く

品ひ
ん

関か
ん

係け
い

の
日に

本ほ
ん

進し
ん

出し
ゅ
つ

企き

業ぎ
ょ
うが
団だ

ん

結け
つ

し
て

食し
ょ
く

材ざ
い

を
提て

い

供き
ょ
うす

る
「
チ
ー
ム
・
ジ

休き
ゅ
う

刊か
ん

案あ
ん

内な
い
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Caça de baleias (20/12/2018)

O Japão decidiu se retirar 
da Comissão Baleeira Inter-
nacional, em uma tentativa 
de retomar a caça comercial 
de baleias. O lado japonês 
alegou a recuperação de al-
gumas espécies desses cetá-
ceos.
Na quinta-feira, o governo 
transmitiu sua decisão a le-
gisladores do situacionista 
Partido Liberal Democráti-
co (PLD).

Alguns legisladores da co-
alizão governista têm dito 
que o Japão não seria capaz 
de retomar a caça comercial 
de baleias enquanto perma-
necesse como membro da 
Comissão Baleeira Interna-
cional.
Em 1982, a entidade intro-
duziu uma moratória sobre 
todas as atividades de caça 
comercial. O Japão suspen-
deu a caça para fins comer-

ciais, em 1988. Posterior-
mente, o país deu início à 
caça para fins de pesquisa 
científica visando investigar 
esses cetáceos.
Nos últimos anos, o Japão 
tem proposto a retomada da 
caça comercial de baleias, 
alegando que as quantidades 
de determinadas espécies 
estão se recuperando. No 
entanto, essas tentativas fo-
ram rechaçadas por nações 

Promotores emitiram um 
novo mandado de prisão 
contra o ex-presidente do 
conselho de administração 
da Nissan. Carlos Ghosn foi 
preso novamente sob alega-
ção de quebra de confiança. 
A prisão acontece em meio 
à expectativa de muitos de 
que ele seria solto sob fian-
ça. Agora, ele deve continu-
ar em centro de detenção.
Na sexta-feira, os promo-
tores alegaram que Ghosn 
transferiu à Nissan um pre-

A Agência Nacional de 
Polícia do Japão divulgou 
na quinta-feira um projeto 
para revisão das leis de trân-
sito que inclui pela primeira 
vez regras sobre veículos de 
direção autônoma.
O governo pretende colocar 
em operação nas autoestra-

Um comitê da Agência da 
Casa Imperial do Japão to-
mou uma decisão quanto a 
um plano de diminuir o ta-
manho de construções onde 
será realizado um dos rituais 
da sucessão imperial, a ser 
realizada no ano que vem.
Na quarta-feira, o comitê 
discutiu acerca das cons-
truções para a principal ce-

contrárias à prática.
Acredita-se que o governo 
japonês esteja se preparando 
para a retomada da caça co-
mercial de baleias em águas 
próximas ao país e em suas 
zonas econômicas exclusi-
vas.
Nações contrárias devem re-
agir com veemência, o que 
pode afetar os laços interna-
cionais do Japão.

Carlos Ghosn (21/12/2018)

Trânsito (20/12/2018)

Família Imperial (20/12/2018)

Carlos Ghosn continuará preso após novo 
mandado de prisão

Leis de trânsito no Japão vão tratar sobre 
veículos de direção autônoma

Ritual para sucessão imperial no 
Japão passará por revisões

juízo de seu investimento 
pessoal, no valor superior a 
16 milhões de dólares, de-
corrente da crise financeira 
de 2008.
Aparentemente, um órgão 
japonês que supervisiona 
o mercado de valores mo-
biliários sabia da transação 
na época, e questionou sua 
legalidade. Fontes afirmam 
que ele vem negando ter efe-
tuado tal operação.
Os promotores suspeitam 
também que ele fez com que 

das por volta de 2020 veícu-
los autônomos em um nível 
no qual a pessoa que ocupa 
o assento do motorista pode 
deixar todos os aspectos da 
direção a cargo do sistema.
Esse é o nível de autonomia 
previsto pela proposta.
O projeto define o ato de se 

rimônia do ritual chamado 
Daijosai. Ele será realizado 
no Palácio Imperial em no-
vembro, após a ascensão do 
príncipe herdeiro, Naruhito, 
ao trono em maio.
Segundo o corpo, mais de 
30 edificações serão cons-
truídas, assim como ocor-
reu no último Daijosai, em 
1990. O comitê afirmou que 

uma subsidiária da Nissan 
transferisse aproximada-
mente 15 milhões de dólares 
na conta de uma pessoa, que 
ajudou no esquema.
Ghosn está em um centro de 
detenção em Tóquio, junto 
com seu assessor próximo, 
Greg Kelly, há quase um 
mês, depois que eles foram 
presos. Eles estão sendo in-
diciados por alegada conspi-
ração para declarar um valor 
inferior em relação à remu-
neração de Ghosn em deze-

locomover em um veículo 
autônomo como dirigir, em 
termos legais, obrigando 
o motorista, ou usuário do 
sistema, a operar o veículo 
com segurança.
A proposta também permi-
te que o motorista fale ao 
telefone celular com fones 

O presidente da Rússia, 
Vladimir Putin, deu indi-
cações de que o Japão terá 
que levar em conta políti-
cas americanas durante as 
negociações com o governo 
russo sobre 4 ilhas. A Rússia 
controla essas ilhas. O Japão 
as reivindica O governo ja-
ponês mantém a posição de 
que as ilhas são parte ineren-
te do território japonês. Diz 
que elas foram ocupadas 
ilegalmente após a Segunda 

Guerra Mundial.
Na quinta-feira, em uma en-
trevista coletiva de fim de 
ano realizada anualmente, 
Putin falou sobre os laços 
entre a Rússia e o Japão. As 
duas nações não assinaram 
um tratado de paz, devido, 
principalmente à questão 
territorial. O presidente rus-
so disse estar convencido de 
que a atual situação não é 
normal. Ele acrescentou que 
irá tentar, com seriedade, 

obter um tratado de paz.
Acredita-se que o comentá-
rio demonstre sua intenção 
de trabalhar com o premiê 
japonês, Shinzo Abe.
Aparentemente, Putin se 
referia também à decisão 
do governo japonês sobre a 
transferência da Base Aérea 
de Futenma dos Fuzileiros 
Navais dos Estados Unidos 
na província de Okinawa. 
Chamando o ato de um es-
forço para fortalecer a base 

Putin teme possível mobilização das 
forças americanas em ilhas sob disputa

Disputa territorial  (21/12/2018)

americana, Putin afirmou 
que o plano está sendo leva-
do adiante apesar da oposi-
ção do governador de Oki-
nawa e de moradores locais.
O presidente russo deu in-
dicações de que poderá não 
haver progresso nas nego-
ciações do tratado de paz, a 
menos que o Japão garanta à 
Rússia que as forças ameri-
canas não serão mobilizadas 
nas ilhas.

Em declaração em sua mí-
dia estatal, a Coreia do Nor-
te anunciou que qualquer 
acordo de desnuclearização 
com os Estados Unidos pre-
cisa incluir a eliminação da 
ameaça nuclear norte-ame-
ricana.
O comentário, feito pela 
Agência Central de Notícias 
Coreana, representa o sinal 
mais claro dado por Pyon-
gyang sobre o assunto. Eles 
especificaram que uma des-
nuclearização da península 
significa a remoção total de 
ameaças nucleares de ambas 
as Coreias, como também 
áreas no entorno em que a 
península seja o alvo.
Apesar dos Estados Unidos 
não manterem armas nucle-
ares na Coreia do Sul, pro-
tegem o país, como também 
o Japão, com o seu guarda-
chuva nuclear.
Em junho, uma cúpula entre 
Estados Unidos e Coreia do 

Coreia do Norte (19/12/2018)

Mídia estatal norte-coreana pede 
fim da ameaça nuclear dos EUA

Norte terminou com uma 
vaga promessa de desnu-
clearização da península 
coreana, sem menção ao 
que o termo significaria 
na prática.
Enquanto isso, o repre-
sentante especial dos 
Estados Unidos para a 
Coreia do Norte, Stephen 
Biegun, encontrou-se em 
Seul com sua contrapar-
te sul coreana, Lee Do
-hoon, para discutir as 
políticas dos dois países 
para a Coreia do Norte. A 
reunião ocorreu em meio 
a receios de uma aparen-
te falta de progresso nas 
negociações para desnu-
clearização.
Lee declarou a repórteres 
que os EUA concorda-
ram com uma cerimônia, 
revolucionária para a 
península, sobre projeto 
ferroviário e rodoviário 
intercoreano, que aconte-
cerá na próxima semana.

nas de milhões de dólares 
em um período de 5 anos, 
a partir de 2010. Os dois te-
riam negado a acusação.
Advogados de Ghosn es-
tavam se preparando para 
solicitar sua soltura sob pa-
gamento de fiança, depois 
que um tribunal rejeitou a 
proposta de promotores para 
mantê-lo preso por mais 10 
dias. Contudo, eles não po-
derão prosseguir com o ato 
após a nova detenção de 
Ghosn.

de ouvido, utilize e-mails, e 
observe o sistema de nave-
gação do sistema enquanto 
o veículo dirige por conta 
própria. Esses atos são proi-
bidos pela lei atual.
A agência pretende estudar 
mais a fundo a proposta an-
tes de apresentá-la na sessão 
ordinária do Parlamento do 
ano que vem.

os edifícios para os mem-
bros da família imperial e 
para convidados terão seu 
tamanho reduzido de forma 
a cortar despesas com sua 
construção.
Os edifícios do Daijosai 
costumavam ser feitos de 
madeira. No entanto, o co-
mitê disse que em 2019 al-
guns deles serão feitos com 

partes pré-fabricadas ou em 
formato de tenda. Afirma 
ainda que os métodos de 
construção e materiais utili-
zados também passarão por 
revisões.
No ritual de Daijosai o novo 
imperador oferece aos deu-
ses arroz colhido recente-
mente, e ele próprio come 
os grãos para rezar pelo bem 
estar do país e de seu povo. 
Acredita-se que o ritual re-
monte à era do imperador 
Tenmu, na segunda metade 
do século 7.

Uma das principais com-
panhias de logística do Ja-
pão, a Nippon Express, co-
meçou a testar um serviço 
de trens de carga de longa 
distância entre a China e a 
Europa.
O primeiro trem do teste 
saiu quinta-feira de uma es-
tação em Xian, na província 
de Shaanxi, depois de uma 
cerimônia de inauguração.
No teste, um trem levando 
41 contêineres deverá le-
var 18 dias para cobrir uma 
distância de cerca de 10 mil 
quilômetros entre Xian e 
Duisburg, na Alemanha.
A Nippon Express planeja 
dar início a serviços de trens 
de carga regulares por volta 
de março. Segundo a com-
panhia japonesa, o transpor-
te ferroviário custa menos 
da metade do transporte aé-
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Nippon Express começa transporte 
ferroviário de carga entre China e Europa

reo e leva apenas metade 
do tempo gasto no trans-
porte marítimo.
O presidente Xi Jinping, 
da China, vê o transpor-
te ferroviário como parte 
essencial da iniciativa de 
seu país conhecida como 
Cinturão e Rota, cujo ob-
jetivo é criar uma zona 
econômica ligando a 
China à Europa e de lá a 
outros países.
Fabricantes japonesas 
com operações na China 
esperam que o transporte 
ferroviário ajude a me-
lhorar sua capacidade lo-
gística. A China também 
espera que o transpor-
te ferroviário incentive 
mais empresas estrangei-
ras a fazerem negócios 
com o país.
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